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はじめに 

志布志市は「美しい地球を子どもたちに」を提唱し

環境施策を展開していますが、この度「志布志市生物

多様性地域戦略」を策定いたしました。 

「共生」と「循環」そして「継承」を基本理念とし、

生物多様性の主流化を図り、新たな「自然と共生する

社会」の実現を目指していきたいと考えております。 

 

私たちのふるさと志布志市は、志布志湾に面して海

岸の砂丘や岩場、干潟、河川、里地里山、森林といっ

たいろいろな生態系があり、そこには多様な生物（動植物）が生息・生育しています。 

先人たちは、それらの多様な生態系の生物を上手に、そして無駄なく利用し、共生しな

がら日頃の生活、経済活動、文化に活かしてきました。 

しかし、エネルギー源が薪炭から化石燃料に代わっていくと同時に急速な経済発展があ

り、私たちの生活は便利になったものの、開発による生態系の破壊やそれに伴う生活・文

化面の豊かさの低下等を招いています。今こそ自然と人の共生のあり方を考え直す時期に

来ています。 

 

私も子どものころ、春夏秋冬を感じながら近くの山や川で遊びました。この地域戦略は

「昔の生活に帰ろう」ということではありません。ただ今後も「自然の恵み」を受けるた

めに、生物多様性についてどのように理解し、そして行動をしたらよいかを示したもので

す。 

 

この地域戦略は、「生物多様性の保全と持続可能な利用」についての「道しるべ」です。

将来に渡って市民が幸せな生活を送ることができるように、生物多様性の重要性に気づき

行動することで、普遍的な価値が創出され、環境・経済・社会の統合的向上につながって

いくものと確信しておりますので、市民の皆様のより一層のご理解とご協力をお願いいた

します。 

 最後に、本地域戦略策定に際しまして、馬場興市会長をはじめとする検討委員会の皆様

には多くの意見をいただきました。改めて感謝申し上げます。 

令和 3 年３月 

志布志市長   下平 晴行 
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第 1 章 生物多様性とは何か 
  

「志布志市生物多様性地域戦略」は、将

来にわたって市民が幸せな生活を送ること

ができるようにするため、生物の多様性の

保全と持続可能な利用についての計画で

す。 

まずこの章では、「生物多様性」とは何か、

なぜ「生物の多様性の保全と持続可能な利

用」をしていかなければならないのかを考

えます。 

なお本戦略は、生物多様性基本法第 13

条に基づき策定するものです。 

１

章

２

章

３

章

４

章

生物多様性の主流化を図り、新たな「自然と共存する社会」の実現を目指して　　～「共生」と「循環」そして「継承」～
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1-1 生物多様性とは ～生存の基盤～ 

 

人間を含めたいろいろな動物や植物、昆虫などがお互いにつながり合い、多様な環境に

合わせて、多くの生き物が生息・生育しています（右のページのとおり、3 つのレベルで

差異があります）。このように、いろいろな生き物がいて、それらがつながり合って生活し

ていることを「生物多様性」と言います。 

そして、食物連鎖の中の食べる、食べられるということを通じて、生態系のバランスを

保っています。また、命や暮らしを支える「生物多様性」は、それぞれの地域に特有の自

然や風景があり、多様な地域文化とつながり結び付いています。 

平成 20 年に制定された生物多様性基本法の前文に「人類は、生物の多様性のもたらす

恵沢を享受することにより生存しており、生物の多様性は人類の生存の基盤となっている」

と記載されていますが、まさに生物の多様性は私たち市民の「生存の基盤」になっていま

す。 

また、生物多様性国家戦略では、「生物多様性」は長い時間をかけた地球上の生きものた

ちの豊かな「個性」と「つながり」であるとし、こうした側面を持つ「生物多様性」がさ

まざまな恵みを通して地球上の「いのち」と私たちの「暮らし」を支えているのだと説明

しています。 

サツママアザミの蜜を吸うキアゲハ 

（この戦略で紹介する写真は、すべて市内で撮影されたものです。） 

１

章

２

章

３

章

４

章

志布志市多様性地域戦略
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「生物の多様性には、生態系の多様性、種の多様性、そして遺伝子（種内）の多様性の 3

つのレベルがあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生態系の多様性 

 生態系には、森林、川、畑、干潟、サンゴ礁などいろいろなタイプのものがあります。市

内にも多様な生態系があります。 

種の多様性 

世界には、約 175 万種の生物が確認されており、未知のものを含めると約 3,000 万種

あると推定されています。市内では、植物 461 種、動物（鳥類、両生類、爬虫類、哺乳類、

昆虫類、魚介類）531 種が確認されています（平成 21 年 2 月及び 8 月の現地調査より）。 

遺伝子（種内）の多様性 

同じ種であっても、形、模様、生態が違うなど多様な個性があります。 

安楽川河口の干潟 前川中流 野井倉開田 

ニホンイシガメ フクロハイゴケ クロツラヘラサギ 

アカハライモリ 
 

トウモロコシ 
うずらの卵 

１

章

２

章

３

章

４

章

生物多様性の主流化を図り、新たな「自然と共存する社会」の実現を目指して　　～「共生」と「循環」そして「継承」～



１

章

２

章

３

章

４

章
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この地球の環境とそれを支える生物多様性は、人間を含む多様な生命の長い歴史の中で

つくられたかけがえのないものです。そうした生物多様性はそれ自体に大きな価値があり、

保全すべきものです。 

私たちの暮らしは、食料や水、気候の安定など、多様な生物が関わりあう生態系から得

ることの恵みによって支えられていますが、これらの恵みは「生態系サービス」と呼ばれ、

次の 4 つに分類されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②「調整サービス」 

水質浄化や気候の調節、自然災害の防止

や被害の軽減、花粉媒介、天敵の存在に

よる病害虫の抑制など 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ミツバチによる受粉媒介 

①「基盤サービス」 

光合成＊P84 による酸素の供給、水の循環、

土壌形成、栄養塩＊P84 の循環など 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大気や水の供給 

④「文化的サービス」 

精神的・宗教的な価値や自然景観などの

審美的な価値、レクリエーションの場の

提供など 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アユ釣り 

③「供給サービス」 

食料や水、木材、繊維、医薬品の開発等

の資源の提供など 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

木材の供給 

生態系サービス(自然の恵み) 

１

章

２

章

３

章

４

章

生物多様性の主流化を図り、新たな「自然と共存する社会」の実現を目指して　　～「共生」と「循環」そして「継承」～
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1-3 生物多様性の危機 

 

前項で生物多様性の恩恵についてみてきましたが、しかしながら現代は「生物多様性が

危機にさらされている」と言われています。過去にも自然現象などの影響により大量絶滅

が起きており、現在は第６の大量絶滅時代＊P85と呼ばれています。現在の大絶滅は、過去

の大絶滅と比べて種の絶滅速度が速く、その主な要因は人間活動による影響であると考え

られています。生物多様性の危機は次の４つの危機に整理されます。 

第１の危機 開発や乱獲による種の減少・絶滅、生息・生育地の減少 

沿岸域の埋立などの開発や森林の多用途への転用などの土地利用の変化は、多くの生物

にとって生息・生育環境の破壊と悪化をもたらしました。また鑑賞用や商業利用による個

体の乱獲、盗掘、過剰な採取など直接的な生物の採取は、個体数の減少をもたらしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２の危機 里地里山＊P84 などの手入れ不足による自然の質の低下 

①エネルギー源の変化（薪炭から石油などの化石燃料へ変化）②第 1 次産業就業者数の

減少③少子高齢化の進展により、二次林や採草地が利用されなくなったことで生態系のバ

ランスが崩れ、里地里山＊P84 の動植物が絶滅の危機にさらされています。また、イノシシ

などの個体数増加も地域の生態系に大きな影響を与えています。 

 

 

生物多様性を保つ上で重要な広葉樹 護岸のコンクリート化で生物の生息地が

失われてしまった河川。三面護岸化が数多

く見受けられる 

人口減少で手入れが行き届かなくなった里

山。イノシシの増加で農業被害が多発  高齢化で耕作放棄地となった水田と「田の

神」 

１

章

２

章

３

章

４

章

志布志市多様性地域戦略
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第３の危機 外来種＊P84 や化学物質などの持ち込みによる生態系のかく乱 

外来種＊P84 が在来種＊P84 を捕食したり、生息場所を奪ったり、交雑して遺伝的なかく乱

をもたらしたりしています。また、化学物質の利用は人間生活に大きな利便性をもたらし

た一方で、その中には生物への有害性を有するものがあり、生態系への影響が指摘されて

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第４の危機 地球環境の変化による危機 

地球温暖化など地球環境の変化による生物多様性への影響です。地球温暖化のほか、強

い台風の頻度が増すことや降水量の変化などの気候変動、海洋の一次生産の減少や酸性化

などの地球環境の変化は、生物多様性に深刻な影響を与える可能性があり、その影響は完

全に避けることができないと考えられています。 

 

 

 

 

 

  

アカガエルを捕食する外来種のウシガエ

ル、在来の様々な生き物を食べる 

オオフサモの拡散 

湧水池や河川で見られ、水生植物の駆逐や水

流を阻害する 

温暖化で北上したキオビエダシャクが侵入

し、幼虫はイヌマキを旺盛に食害。温暖化

の影響が感じられる 

気候変動で強い台風や豪雨等による土砂災

害や水害が発生している 

１

章

２

章

３

章

４

章

生物多様性の主流化を図り、新たな「自然と共存する社会」の実現を目指して　　～「共生」と「循環」そして「継承」～



１

章

２

章

３

章

４

章

志布志市多様性地域戦略
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・記録されている家畜哺乳類6190品種のうち559品種（9%を上回る割合）が2016年

までに絶滅した。加えて、少なくとも1000品種が危機に瀕している。 

 

今後、生物多様性条約第15回締約国会議が2021年5月に中国昆明市で開催される予定

ですが、このIPBESの報告書が基となって新たな国際的な目標と取組が示されることにな

ります。 

 

 ＜国内の動き＞ 

日本は、1993年に生物多様性条約を締結、1995年に最初の生物多様性国家戦略を決

定しました。 

2008年、「生物多様性基本法」が制定され、国家戦略が法定計画化されました。 

2012年、「生物多様性国家戦略2012-2020」を策定しました。今回の本市の生物多

様性地域戦略は、この国家戦略に基づき作成しています。 

国は、2021年に「次期生物多様性国家戦略」を策定予定です。 

また、政府は2020年10月26日に、「2050年までに温室効果ガス実質ゼロ」を宣言し

ました。生物多様性の保全と持続可能な利用は、この宣言を達成するための重要な一つの

手段になります。 

 

鹿児島県は、平成26年（2014年）3月に「生物多様性鹿児島県戦略～新たな自然と共

生する社会の実現を目指して～」を策定しています。 

この地域戦略の中で、鹿児島県は令和5年度まで生物多様性という言葉の認知度を80％

にすることや、県内全市町村が生物多様性地域戦略を策定することを数値目標として設定

しています。 

 

このように、生物の多様性の保全と持続可能な利用についての議論は、国際的な問題と

なっています。 

 

  

稲の掛け干し  

(松山町尾野見) 

１

章

２

章

３

章

４

章

志布志市多様性地域戦略
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第 2 章 志布志市をみつめる 
 

策定に当たり、地域の実情に合った取組

をしていくには、地域の実情を知ることが

重要です。 

志布志市はどのようなところなのか、ど

んな特徴があるのか。 

この章では、改めて志布志市のすがたを

見つめ、地域戦略策定の基礎とします。 

１

章

２

章

３

章

４

章

志布志市多様性地域戦略

１

章

２

章

３

章

４

章

志布志市多様性地域戦略
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熊
野

神
社

 

  山宮神社 国
指

定
天

然
記

念
物

 

志
布

志
の

カ
ワ

ゴ
ケ

ソ
ウ

科
植

物
生

育
地

（
安

楽
川

、
前

川
）
 

国
指

定
天

然
記

念
物

 

「
志

布
志

市
夏

井
海

岸
の

火
砕

流
堆

積
物

」
 

ウ
ミ

ガ
メ

の
上

陸
、

コ
ア

ジ
サ

シ
や

ク
ロ

ツ
ラ

ヘ
ラ

サ
ギ

の
飛

来
 

豊
富

で
良

質
な

地
下

水
 

湧
水

は
市

内
4

2
か

所
で

確
認

 

笠
祇

岳
 

4
4

4
m

 

陣
岳

 

3
4

9
m

 

 
線

（
黒

）
：
各

年
の

平
均

気
温

の
基

準
値

か
ら

の
偏

差
、

太
線

（
青

）
：

偏
差

の
 

年
移

動
平

均
値

、
直

線
（
赤

）
：
長

期
変

化
傾

向
。

 

基
準

値
は

1
9
8
1
 
2
0
1
0

年
の

3
0

年
平

均
値

。
 

生
物

多
様

性
の

観
点

か
ら

重
要

度
の

高
い

湿
地

・
海

域
 

 
 

「
都

井
岬

・
志

布
志

湾
周

辺
」

 

サ
ン

ゴ
の

群
落

 

国
指

定
天

然
記

念
物

 

志
布

志
の

大
ク

ス
 

地
球

温
暖

化
、

気
候

変
動

 
生

物
の

多
様

性
 

①
生

態
系

の
多

様
性

 

山
々

、
里

地
里

山
、
河

川
、

海
岸

線
、

志
布

志
湾

 

②
種

の
多

様
性

 

イ
ノ

シ
シ

、
メ

ジ
ロ

、
カ

エ
ル

、
ハ

モ
、

ス
ギ

、
ス

ミ
レ

、
麹

菌
 

③
遺

伝
子

の
多

様
性

 

 

不
法

投
棄

、
海

洋
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
問

題
 

河
川

浄
化

対
策

 

IP
M

（
総

合
的

病
害

虫
管

理
）

 

草
野

丘
 

2
6

8
m

 

志
布

志
市

環
境

基
本

計
画

 

常
緑

広
葉

樹
（

ス
ダ

ジ
イ

、
ア

ラ
カ

シ
な

ど
）
 

常
緑

針
葉

樹
（

ス
ギ

、
ヒ

ノ
キ

な
ど

）
 

落
葉

広
葉

樹
（

ホ
オ

ノ
キ

、
ク

ヌ
ギ

な
ど

）
 

落
葉

針
葉

樹
（

イ
チ

ョ
ウ

）
 

人
工

林
と

天
然

林
 

市
指

定
天

然
記

念
物

 

柳
井

谷
（

や
ね

だ
ん

）
の

バ
ク

チ
ノ

キ
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ふ
い

や
し

き
公

園
 

安
楽

川
の

湿
地

 

前
川

の
湿

地
 

志
布

志
市

地
球

温
暖

化
対

策
実

行
計

画
 

国
指

定
特

別
天

然
記

念
物

 

「
枇

榔
島

亜
熱

帯
性

植
物

群
落

」
 

特
定

植
物

群
落

 

「
志

布
志

湾
奥

の
ク

ロ
マ

ツ
林

」
 

「
志

布
志

湾
奥

の
砂

丘
植

物
群

落
」

 

市
指

定
天

然
記

念
物

 

鍋
の
お

が
た
ま

 

市
指

定
天

然
記

念
物

 

馬
庭

の
イ

チ
イ

ガ
シ

 

市
指

定
天

然
記

念
物

 

宝
満
寺
跡
池

上
の
楠

 

日
南

海
岸

国
定

公
園

 
市

指
定
文

化
財

 

上
門

水
源
殿

（
う
え

ん
か

ど
み
け

ん

ど
ん

）
の
フ

ク
ロ

ハ
イ

ゴ
ケ

群
生

地
 

国
指

定
文

化
財

 

志
布

志
麓
庭

園
 

市
指

定
文

化
財

 

松
山
城
跡

 

市
指

定
天

然
記

念
物

 

白
鳥

神
社

の
広

葉
杉

 

国
指

定
文

化
財

 

志
布

志
城
跡

 
前

川
 

田
原

川
 

１

章

２

章

３

章

４

章

生物多様性の主流化を図り、新たな「自然と共存する社会」の実現を目指して　　～「共生」と「循環」そして「継承」～

１

章

２

章

３

章

４

章

生物多様性の主流化を図り、新たな「自然と共存する社会」の実現を目指して　　～「共生」と「循環」そして「継承」～



 

ビ
ロ

ウ
群

落
 

砂
丘

植
生

 

ガ
ラ

モ
場

 

宮
田

山
 

御
在

所
岳

 

笠
祇

岳
 

岳
野

山
 

草
野

丘
 

霧
岳

 

2
-
1

 
志

布
志

市
の

す
が

た
(環

境
－

植
生

) 
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菱
田

川
 

安
楽

川
 

前
川

 

１

章

２

章

３

章

４

章

志布志市多様性地域戦略



2
-
1

 
志

布
志

市
の

す
が

た
（

環
境

－
市

内
で

確
認

さ
れ

て
い

る
希

少
野

生
動

植
物

）
 

志
布

志
市

内
で

こ
れ

ま
で

確
認

さ
れ

て
い

る
希

少
野

生
動

植
物

 
「

志
布

志
市

農
村

環
境

計
画

」
作

成
時

の
平

成
2

1
年

に
、

市
内

数
か

所
に

お
い

て
身

近
な

生
態

系
を

把
握

す
る

た
め

動
植

物
の

調
査

が
行

わ
れ

ま
し

た
。

 

植
物

（
1

0
6

科
4

2
3

種
）

、
鳥

類
(1

3
目

3
1

科
6

0
種

)、
両

生
類

・
爬

虫
類

・
哺

乳
類

(9
目

1
4

科
2

1
種

)、
昆

虫
類

(1
6

目
1

3
9

科
4

1
9

種
)、

魚
介

類
(7

目
1

3
科

2
3

種
)が

確
認

さ
れ

て
い

ま
す

。
こ

の
内

、
国

県
の

レ
ッ

ド
デ

ー
タ

ブ
ッ

ク
に

記
載

さ
れ

て
い

る
「

絶
滅

危
惧

Ⅰ
類

」
、

「
絶

滅
危

惧
Ⅱ

類
」

そ
し

て
「

準
絶

滅
危

惧
」

に
分

類
さ

れ
て

い
る

動
植

物
が

確
認

さ
れ

て
い

ま
す

。
こ

の
調

査
以

外
に

も
個

人
・

団
体

の
調

査
に

よ
り

確
認

さ
れ

て
い

る
動

植
物

が
あ

り
ま

す
が

、
そ

の
一

部
を

下
図

に
表

し
ま

す
。

 

ア
カ

ウ
ミ

ガ
メ

（
爬

虫
類

）
国

；
絶

滅
危

惧
Ⅰ

B
類

、
県

；

絶
滅

危
惧

Ⅱ
類

 

コ
ア

ジ
サ

シ
（

鳥
類

）
国

；
絶

滅
危

惧
Ⅱ

類
、

県
；

絶
滅

危
惧

Ⅰ
類

 

ミ
サ

ゴ
（

鳥
類

）
国

県
；

準
絶

滅
危

惧
 

ハ
ヤ

ブ
サ

（
鳥

類
）

国
県

；
絶

滅
危

惧
Ⅱ

類
 

ア
ナ

ア
キ

ア
シ

ブ
ト

ハ
ナ

バ
チ

（
昆

虫
類

）
県

；
準

絶
滅

危
惧

 

ハ
ネ

ビ
ロ

エ
ゾ

ト
ン

ボ
（

昆
虫

類
）

国
；

絶
滅

危
惧

Ⅱ
類

、
県

；
準

絶
滅

危
惧

 

コ
シ

ジ
ロ

ヤ
マ

ド
リ

（
鳥

類
）

国
県

；
準

絶
滅

危
惧

 

ア
カ

ハ
ラ

イ
モ

リ
（

両
生

類
）

国
県

；
準

絶
滅

危
惧

 

ト
ノ

サ
マ

ガ
エ

ル
（

両
生

類
）

国
県

；
準

絶
滅

危
惧

 

ヒ
ュ

ウ
ガ

ナ
ベ

ワ
リ

（
植

物
）

国
；

絶
滅

危
惧

Ⅰ
類

 

ガ
ン

セ
キ

ラ
ン

（
植

物
）

国
県

；
絶

滅
危

惧
Ⅱ

類
 

ヤ
マ

ア
ジ

サ
イ

（
植

物
）

県
；

絶
滅

危
惧

Ⅱ
類

 

ツ
ル

ギ
キ

ョ
ウ

（
植

物
）

国
県

；
絶

滅
危

惧
Ⅱ

類
 

ヤ
マ

ト
ヌ

マ
エ

ビ
（

魚
介

類
）

県
；

準
絶

滅
危

惧
 

ト
ノ

サ
マ

ガ
エ

ル
（

両
生

類
）

国
県

；
準

絶
滅

危
惧

 

カ
ヤ

ネ
ズ

ミ
（

哺
乳

類
）

県
；

絶
滅

危
惧

Ⅱ
類

 

ツ
ク

シ
シ

ョ
ウ

ジ
ョ

ウ
バ

カ
マ

（
植

物
）

県
；

準
絶

滅
危

惧
 

サ
シ

バ
（

鳥
類

）
国

県
；

絶
滅

危
惧

Ⅱ
類

 

ト
ノ

サ
マ

ガ
エ

ル
（

両
生

類
）

国
県

；
準

絶
滅

危
惧

 

ニ
ホ

ン
イ

シ
ガ

メ
(爬

虫
類

) 
国

県
；

準
絶

滅
危

惧
 

コ
ガ

タ
ノ

ゲ
ン

ゴ
ロ

ウ
（

昆
虫

類
）

国
；

絶
滅

危
惧

Ⅱ
類

 

コ
ブ

シ
（

植
物

）
県

；
絶

滅
危

惧
Ⅱ

類
 

ツ
リ

バ
ナ

（
植

物
）

県
；

準
絶

滅
危

惧
 

シ
ュ

ン
ラ

ン
（

植
物

）
県

；
準

絶
滅

危
惧

 

ツ
マ

グ
ロ

キ
チ

ョ
ウ

（
昆

虫
類

）
国

；
絶

滅
危

惧
Ⅰ

Ｂ
類

 

ガ
ク

ウ
ツ

ギ
（

植
物

）
県

；
絶

滅
危

惧
Ⅱ

類
 

ヨ
ツ

バ
ム

グ
ラ

（
植

物
）

県
；

準
絶

滅
危

惧
 

キ
ノ

ク
ニ

ス
ゲ

（
植

物
）

国
；

準
絶

滅
危

惧
、

県
；

絶
滅

危
惧

Ⅱ
類

 

コ
ガ

タ
ノ

ゲ
ン

ゴ
ロ

ウ
（

昆
虫

類
）

国
；

絶
滅

危
惧

Ⅱ
類

 

イ
モ

ネ
ヤ

ガ
ラ

（
植

物
）

国
；

絶
滅

危
惧

Ⅰ
Ｂ

類
、

県
；

絶
滅

危
惧

Ⅰ
類

 

メ
ヤ

ブ
ソ

テ
ツ

(植
物

)  県；絶滅
危

惧
Ⅱ

類
 

キ
イ

レ
ツ

チ
ト

リ
モ

チ
（

植
物

）
県

；
準

絶
滅

危
惧
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環
境

省
（

国
）
、

鹿
児

島
県

の
カ

テ
ゴ

リ
ー

区
分

 

環
境

省
 

鹿
児

島
県

 
説

明
 

絶
滅

 
絶

滅
 

過
去

に
国

内
(県

内
)に

お
い

て
生

息
・

生
育

し
た

記
録

が
あ

り
、

国
内

(県
内

)で
は

す
で

に
全

滅
し

た
と

考
え

ら
れ

る
種

 

野
生

絶
滅

 
野

生
絶

滅
 

過
去

に
国

内
(県

内
)に

お
い

て
生

息
・

生
育

し
た

記
録

が
あ

り
、

飼
育

・
栽

培
下

で
は

存
続

し
て

い
る

が
、

国
内

(県
内

)で
は

す
で

に
全

滅
し

た
と

考
え

ら
れ

る
種

 

絶
滅

危

惧
 

絶
滅

危

惧
Ⅰ

類
 

絶
滅

危
惧

Ⅰ
Ａ

類
 

絶
滅

危
惧

Ⅰ
類

 
絶

滅
の

危
機

に
瀕

し
て

い
る

種
(絶

滅
危

惧
Ⅰ

類
)、

ご
く

近
い

将
来

に
お

け
る

野
生

で
の

絶
滅

の
危

険
性

が
極

め
て

高
い

種
(絶

滅
危

惧
Ⅰ

Ａ
類

)、
Ⅰ

Ａ
類

ほ
ど

で

は
な

い
が

、
ご

く
近

い
将

来
に

お
け

る
野

生
で

の
絶

滅
の

危
険

性
が

極
め

て
高

い
種

(絶
滅

危
惧

Ⅰ
Ｂ

類
) 

絶
滅

危
惧

Ⅰ
Ｂ

類
 

絶
滅

危
惧

Ⅱ
類

 
絶

滅
危

惧
Ⅱ

類
 

ご
く

近
い

将
来

に
お

い
て

野
生

に
お

い
て

滅
滅

の
危

機
が

増
大

し
て

い
る

種
 

準
絶

滅
危

惧
 

準
絶

滅
危

惧
 

現
時

点
で

の
絶

滅
危

険
度

は
小

さ
い

が
、

生
息

・
生

育
状

況
の

推
移

か
ら

見
て

、
「

絶
滅

危
惧

」
に

移
行

す
る

可
能

性
が

あ
る

種
 

ト
ノ

サ
マ

ガ
エ

ル
 

サ
シ

バ
 

シ
ュ

ン
ラ

ン
 

ツ
リ

フ
ネ

ソ
ウ

（
植

物
）

 

県
；

準
絶

滅
危

惧
 

ツ
リ

フ
ネ

ソ
ウ

 

キ
イ

レ
ツ

チ
ト

リ
モ

チ
 

イ
モ

ネ
ヤ

ガ
ラ

 

ミ
ズ

キ
ン

バ
イ

（
植

物
）

国
県

；
絶

滅
危

惧
Ⅱ

類
 

ツ
ル

ギ
キ

ョ
ウ

（
植

物
）

国
県

；
絶

滅
危

惧
Ⅱ

類
 

ツ
ク

シ
シ

ョ
ウ

ジ
ョ

ウ
バ

カ
マ

（
植

物
）

県
；

準
絶

滅
危

惧
 

オ
モ

ト
（

植
物

）
県

；
準

絶
滅

危
惧

 

カ
ヤ

ネ
ズ

ミ
（

哺
乳

類
）

県
；

絶
滅

危
惧

Ⅱ
類

 

ハ
ネ

ビ
ロ

エ
ゾ

ト
ン

ボ
（

昆
虫

類
）

国
；

絶
滅

危
惧

Ⅱ
類

、
県

；
準

絶
滅

危
惧

 

コ
ガ

タ
ノ

ゲ
ン

ゴ
ロ

ウ
（

昆
虫

類
）

国
；

絶
滅

危
惧

Ⅱ
類

 

ツ
マ

グ
ロ

キ
チ

ョ
ウ

（
昆

虫
類

）
国

；
絶

滅
危

惧
Ⅰ

Ｂ
類

 

ト
ラ

フ
シ

ジ
ミ

（
昆

虫
類

）
県

；
準

絶
滅

危
惧

 

ウ
ラ

ナ
ミ

ジ
ャ

ノ
メ

（
昆

虫
類

）
国

；
絶

滅
危

惧
Ⅱ

類
 

マ
ル

タ
ニ

シ
（

魚
介

類
）

国
；

絶
滅

危
惧

Ⅱ
類

、
県

；
準

絶
滅

危
惧

 

ガ
ム

シ
(ふ

い
や

し
き

公
園

) 

コ
ガ

タ
ノ

ゲ
ン

ゴ
ロ

ウ
（

昆
虫

類
）

国
；

絶
滅

危
惧

Ⅱ
類

 

ガ
ム

シ
（

昆
虫

類
）

国
県

；
準

絶
滅

危
惧

 

ハ
ナ

ガ
ガ

シ
（

植
物

）
国

県
；

絶
滅

危
惧

Ⅱ
類
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2
-
1

 
志

布
志

市
の

す
が

た
（

環
境

－
生

き
物

や
自

然
の

声
を

聞
こ

う
）

 

 

こ
こ

で
は

、
本

市
の

身
近

な
生

き
物

や
自

然
環

境
か

ら
、

生
態

系
ご

と
に

生
物

多
様

性
に

つ
い

て
現

状
を

見
て

み
ま

す
。
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（
１

）
 

奥
山

及
び

里
地

里
山

＊
P

8
4
 

・
奥

山
で

は
、

鳥
の

鳴
き

声
や

水
流

の
音

な
ど

自
然

の
声

が
聞

こ
え

る
。

カ
シ

、
シ

イ
な

ど
の

原
生

的
な

自
然

が
残

っ
て

い
る

場
所

が
あ

る
。

 

・
シ

ラ
ス

台
地

の
下

か
ら

湧
水

が
湧

き
出

し
て

い
る

個
所

が
あ

る
。

 

・
ス

ギ
や

ヒ
ノ

キ
が

植
林

さ
れ

、
伐

期
に

来
て

い
る

。
モ

ウ
ソ

ウ
チ

ク
が

人
工

林
・

天
然

林
に

入
り

こ
ん

で
い

る
。

 

・
オ

オ
キ

ン
ケ

イ
ギ

ク
、

シ
ナ

ダ
レ

ス
ズ

メ
ガ

ヤ
、

ハ
リ

ビ
エ

、
セ

イ
タ

カ
ア

ワ
ダ

チ
ソ

ウ
な

ど
の

外
来

種
＊

P
8

4
が

畑
や

道
路

端
に

生
育

し
て

い
る

。
 

・
イ

ノ
シ

シ
な

ど
野

生
動

物
に

よ
る

農
作

物
へ

の
被

害
が

あ
る

。
 

・
有

機
農

業
＊

P
8

6
へ

の
取

組
が

増
え

て
い

る
。

ま
た

総
合

的
病

害
虫

防
除

・
雑

草
管

理
（

IP
M

＊
P

8
6
）

に
取

り
組

ん
で

い
る

。
 

・
食

品
安

全
、

環
境

保
全

、
労

働
安

全
等

の
持

続
可

能
性

を
確

保
す

る
た

め
の

生
産

工
程

管
理

（
G

A
P

＊
P

8
6
）

の
取

組
を

し
て

い
る

。
 

・
多

面
的

支
払

交
付

金
事

業
を

受
け

て
い

る
団

体
や

ふ
る

さ
と

づ
く

り
委

員
会

な
ど

の
団

体
が

生
物

多
様

性
の

保
全

の
活

動
を

し
て

い
る

。
 

（
２

）
 

河
川

及
び

田
 

・
希

少
種

の
ニ

ホ
ン

イ
シ

ガ
メ

、
ニ

ホ
ン

ス
ッ

ポ
ン

な
ど

が
確

認
さ

れ
て

い
る

一
方

、
カ

ダ
ヤ

シ
（

魚

類
）

、
ミ

シ
シ

ッ
ピ

ア
カ

ミ
ミ

ガ
メ

（
爬

虫
類

）
、

オ
オ

フ
サ

モ
（

植
物

）
な

ど
の

外
来

種
＊

P
8

4
も

確
認

さ
れ

て
い

る
。

 

・
鹿

児
島

県
外

来
種

リ
ス

ト
で

「
産

業
管

理
種

」
に

分
類

さ
れ

て
い

る
コ

イ
が

生
息

し
て

い
る

。
 

・
安

楽
川

で
は

ア
ユ

の
放

流
が

行
わ

れ
、

時
期

に
な

る
と

ア
ユ

釣
り

で
に

ぎ
わ

っ
て

い
る

。
 

・
安

楽
川

中
流

域
の

「
と

ど
ろ

渓
谷

」
は

地
元

の
人

に
よ

り
河

岸
が

整
備

さ
れ

、
美

し
い

景
観

に
な

っ
て

い
る

。
 

・
ス

ク
ミ

リ
ン

ゴ
ガ

イ
が

広
く

生
息

し
て

い
る

。
 

・
ベ

ッ
コ

ウ
ト

ン
ボ

が
発

見
さ

れ
て

い
る

記
録

が
あ

る
が

、
今

は
絶

滅
し

て
い

る
。

 

（
３

）
 

海
岸

 

・
夏

井
海

岸
で

は
海

水
浴

が
で

き
る

。
 

・
安

楽
川

及
び

前
川

の
河

口
に

は
干

潟
が

形
成

さ
れ

、
多

く
の

生
き

物
が

生
息

・
生

育
し

て
い

る
。

 

・
昔

に
比

較
し

て
汀

線
（

海
岸

線
）

が
大

き
く

後
退

し
、

砂
浜

が
狭

く
な

っ
て

い
る

。
 

・
毎

年
4

月
か

ら
8

月
に

か
け

て
ウ

ミ
ガ

メ
が

上
陸

産
卵

す
る

。
 

・
安

楽
川

河
口

に
お

い
て

、
2

0
0

2
年

5
月

1
9

日
に

3
0

種
確

認
で

き
た

鳥
類

が
、

2
0

1
9

年
8

月
2

6
日

に
は

1
4

種
し

か
確

認
で

き
な

か
っ

た
。

 

・
コ

ア
ジ

サ
シ

、
ベ

ニ
ア

ジ
サ

シ
な

ど
た

く
さ

ん
の

渡
り

鳥
が

飛
来

し
営

巣
し

て
い

る
。

ク
ロ

ツ
ラ

ヘ
ラ

サ
ギ

も
飛

来
し

た
こ

と
が

あ
る

。
 

・
冬

、
通

山
押

切
海

岸
で

シ
ラ

ス
ウ

ナ
ギ

漁
が

行
わ

れ
て

い
る

。
 

・
釣

り
糸

が
絡

ま
っ

た
モ

ズ
ク

ガ
ニ

や
ア

オ
サ

ギ
な

ど
の

生
き

物
が

見
ら

れ
る

。
 

・
ご

み
の

不
法

投
棄

や
野

焼
き

の
跡

が
あ

る
。

ま
た

、
砂

浜
に

車
の

乗
り

入
れ

が
あ

る
。

 

・
大

雨
や

台
風

が
あ

る
と

、
川

を
通

じ
て

流
れ

て
き

た
流

木
や

ご
み

が
砂

浜
に

打
ち

上
が

る
。

 

・
松

く
い

虫
の

被
害

が
あ

る
。
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◎
有

明
支

所
 

お
茶

 

陸
上

ア
ク

セ
ス

の
ス

ピ
ー

ド
ア

ッ
プ

が
進

む
「

志
布

志
港

」：
志

布
志

港
か

ら
九

州
各

地
へ

の
貨

物
は

、
高

規
格

幹
線

道
路

等
の

利
用

に
よ

り
短

時
間

で
運

ば
れ

、
効

率
的

な
輸

送
が

可
能

と
な

り
ま

す
。

 

 
志

布
志

港
の

優
位

性
：

志
布

志
港

は
、

南
九

州
地

域
に

お
け

る
国

際
物

流
拠

点
港

と
し

て
発

展
し

て
お

り
、

国
内

外
の

定
期

航
路

も
充

実
し

て
い

ま
す

。
 

 
「

国
際

バ
ル

ク
戦

略
港

湾
」

に
指

定
：

国
際

バ
ル

ク
戦

略
港

湾
と

は
、

日
本

に
お

け
る

バ
ラ

積
み

貨
物

の
輸

入
拠

点
と

し
て

、
安

定
的

か
つ

安
価

な
輸

入
の

実
現

に
資

す
る

大
型

船
に

対
応

し
た

港
湾

機
能

の
整

備
等

を
実

施
す

る
港

湾
と

し
て

国
土

交
通

大
臣

が
指

定
す

る
も

の
で

す
。

平
成

2
9

年
4

月
か

ら
整

備
が

進
ん

で
い

ま
す

。
 

う
な

ぎ
 

キ
ャ

ベ
ツ

、
ジ

ャ
ガ

イ
モ

、

ダ
イ

コ
ン

、
ニ

ン
ジ

ン
 

さ
つ

ま
い

も
 

畜
産

（
豚

、
肉

用
牛

、
鶏

）
 

シ
キ

ミ
、

サ
カ

キ
 

ハ
モ

、
ち

り
め

ん
、

岩
カ

キ
 

施
設

園
芸

（
ピ

ー
マ

ン
、

イ
チ

ゴ
、

メ
ロ

ン
）

 

東
九

州
自

動
車

道
 

2
0

2
1

年
度

開
通

予
定

 

水
稲

 

志
布

志
道

路
 

鳥
獣

に
よ

る
被

害
額

 

年
度

 
被

害
額

(千
円

) 
主

な
鳥

獣
 

Ｒ
元

 
5

,0
2

6
 

イ
ノ

シ
シ

 

Ｈ
3

0
 

4
,2

7
4

 
イ

ノ
シ

シ
 

Ｈ
2

9
 

2
,6

8
2

 
イ

ノ
シ

シ
 

 

産
業

人
口

の
状

況
 

昭
和

6
0

年
か

ら
平

成
2

7
年

(3
0

年
間

)に
お

い
て

、
就

業
者

数
全

体
で

2
0

.6
％

減
少

し
て

い

る
。

特
に

、
第

一
次

産
業

人
口

が
5

5
.9

%
減

少
し

て
い

る
。

農
業

が
志

布
志

市
の

主
要

産
業

、
農

業
の

担
い

手
を

確
保

す
る

こ
と

が
市

全
体

の
産

業
規

模
の

維
持

に
も

必
要

。
 

「
志

布
志

市
ま

ち
・

ひ
と

・
し

ご
と

創
生

人
口

ビ
ジ

ョ
ン

Ｒ
2

.3
改

訂
版

」
よ

り
 

H
3

0
市

町
村

別
農

業
産

出
額

(農
林

水
産
省

H
P

) 

志
布

志
市

 
全

国
第

1
3

位
4

1
1

.5
億

円
 

 
 

豚
 

 
 

全
国

第
3

位
1

6
0

.0
億

円
 

肉
用

牛
 

全
国

第
5

位
1

0
8

.7
億

円
 

野
菜

 
4

0
.9
億

円
 

鶏
 

2
5

.8
億

円
 

工
芸
作

物
(お

茶
) 

2
5

.6
億

円
 

い
も
類

 
1

8
.7
億

円
 

志
布

志
港

 

木
材

輸
出
量

1
0

年
連
続

日
本

一
 

基
盤

整
備

 

 
区
画

整
備

 

 
畑

地
か

ん
が

い
 

 
 

シ
ラ

ス
対
策

に
よ

る
農

地
保

全
 

 
排

水
路
及
び

農
道

の
整

備
 

志
布

志
市
森
林

整
備
計
画

 

都
城

・
志

布
志

高
規

格
道

路
 

2
0

2
0

年
度
末

開
通

予
定

 

志
布

志
市

農
業

地
域
振
興
計
画

 

都
市
計
画
区

域
を

設
定

 

さ
ん
ふ

ら
わ
あ

 
志

布
志
－

大
阪

 

情
報

通
信
網

の
整

備
 

面
積

 

2
9

0
  志

布
志

市
農

村
環
境
計
画

 

22 

志
布

志
の
夏
そ

ば
 

◎
松
山

支
所

 

◎
市
役

所
 

2
-
2

 
志

布
志

市
の

す
が

た
（
経
済

）
 

シ
ラ

ス
ウ
ナ
ギ

 

１

章

２

章

３

章

４
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志布志市多様性地域戦略

１

章

２

章

３

章

４
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志布志市多様性地域戦略



2
-
3

 
志

布
志

市
の

す
が

た
（

社
会

）
 

野
神

 

山
重

 

原
田

 

蓬
原

 

通
山

 

有
明

 

伊
﨑

田
 

新
橋

 

泰
野

 

尾
野

見
 

森
山

 

志
布

志
 

香
月

 

潤
ヶ

野
 

四
浦

 

田
之

浦
 

八
野

 

安
楽

 

夏
井

陣
岳

区
 

東
区

 

帖
五

区
 

2
1

の
校

区
公

民
館

、
3

6
0

の
自

治
会

 

日
本

遺
産

 

「
薩

摩
の

武
士

が
生

き
た

町
～

武
家

屋
敷

群
『

麓
(ふ

も
と

)』
を

歩
く

」
 

構
成

文
化

財
；

志
布

志
麓

、
志

布
志

城
跡

、
地

頭
仮

屋
跡

、
志

布
志

麓

庭
園

（
天

水
氏

庭
園

）
、

志
布

志
麓

庭
園

（
福

山
氏

庭
園

）
、

志
布

志
麓

庭
園

（
平

山
氏

庭
園

）、
清

水
氏

庭
園

、
鳥

浜
氏

庭
園

、
津

口
番

所
跡

、

宝
満

寺
跡

、
大

慈
寺

 

原
田

古
墳

群
 

地
下

式
横

穴
墓

、
短

甲
出

土
 

5
世

紀
末

、
大

和
政

権
と

深
い

結
び

つ
き

 

御
在

所
岳

 

天
智

天
皇

伝
説

あ
り

 

郷
土

料
理

 

 
煮

し
め

 

 
さ

つ
ま

汁
 

 
が

ね
 

つ
け

あ
げ

 

 
ち

ま
き

 

 
か

ら
い

も
団

子
 

 
ゆ

べ
し

 

 
 

か
る

か
ん

 

 
 

か
か

ら
ん

団
子

 

ふ
く

れ
菓

子
 

 
 

焼
酎

 

春
祭

 

ダ
ゴ

祭
 

神
楽

 

神
舞

 

神
舞

 

伊
﨑

田
相

撲
 

や
っ

ち
く

秋
の

陣
祭

 

お
釈

迦
ま

つ
り

 

志
布

志
み

な
と

ま
つ

り
 

気
候

変
動

に
伴

う
自

然
災

害
、

津
波

に
よ

る
災

害
の

懸
念

 

 
3
,1
9
9
人

4
6
,8
0
1
人

3
7
,9
3
0
人

3
8
,3
8
7
人

3
6
,6
9
4
人

3
4
,7
7
0
人

3
1
,4
7
9
人

0
人

1
0
,0
0
0
人

2
0
,0
0
0
人

3
0
,0
0
0
人

4
0
,0
0
0
人

 
0
,0
0
0
人

6
0
,0
0
0
人

昭
和
3
0
年
昭
和
4
0
年
昭
和
 
0
年
昭
和
6
0
年

平
成
7
年

平
成

1
7
年
平
成
2
7
年

志
布
志
市
の
人
口
推
移

2
1

％
2

1
％

2
0

％
1

8
％

1
6

％
1

4
％

1
4

％
1

4
％

1
3

％
1

5
％

1
8

％

2
2

％

2
6

％

3
0

％
3

0
％

3
3

％

0
％

5
％

1
0

％

1
5

％

2
0

％

2
5

％

3
0

％

3
5

％

高
齢
化
率
と
 
5
歳
未
満
の
人
口
の
割
合
の
推
移

志
布

志
市

1
5

歳
未

満
の

割
合

志
布

志
市

6
5

歳
以

上
の

割
合

1
.人

口
動

向
分

析
 

①
人

口
減

少
の

主
な

要
因

は
、

若
い

世
代

の
流

出
、

②
昭

和
6

0
年

～
平

成
2

7
年

（
3

0
年

間
）

の
人

口
減

少
率

は
志

布
志

地
域

1
6

.9
%

、
有

明
地

域
1

5
.9

%
、

松
山

地

域
2

6
.8

％
、

③
平

成
2

7
年

か
ら

令
和

元
年

に
か

け
て

す
べ

て
の

地
区

で
減

少
。

特
に

四
浦

地
区

、
田

之
浦

地
区

、
森

山
地

区
、

潤
ヶ

野
地

区
は

1
5

％
超

え
、

④
死

亡
数

が

出
生

数
を

上
回

る
「

自
然

減
」

と
転

出
が

転
入

を
上

回
る

「
社

会
減

」
の
状
態

が
続

い
て

い
る

 

2
.課
題

 
若

い
世

代
の

人
口
確
保

 

3
.今
後

の
施
策
効
果

を
想
定

し
た

人
口
推
計

 
令

和
4

2
年

2
5
,0

8
5

人
（
国
立

社
会
保
障
・

人
口
問
題
研
究

所
推
計

で
は

令
和

4
2

年
1

5
,7

8
4

人
）

 

「
志

布
志

市
ま

ち
・
ひ

と
・

し
ご

と
創

生
人

口
ビ
ジ
ョ
ン

令
和

2
年

3
月
改
訂
版

」
よ

り
）

 

第
2
次

志
布

志
市
振
興
計
画

 

公
共
交

通
機
関

や
医
療

の
不
足

 

少
子
高
齢

化
 

人
口

減
少

 

ふ
る

さ
と
づ

く
り
委
員

会
 

環
境

文
化

 

田
の

神
さ

あ
 

山
神

さ
あ

 

水
神

さ
あ

 

供
養

松
 

笠
祇

神
社

 

角
地
蔵

 

棒
踊

り
 

 

野
井
倉
開

田
5

9
0
h
a
 

蓬
原
開

田
4

3
0
h
a
 

 

志
布

志
市

ま
ち
・
ひ

と
・

し
ご

と
創

生
総

合
戦
略

 

志
布

志
市

ま
ち
・
ひ

と
・

し
ご

と
創

生
人

口
ビ
ジ
ョ
ン
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◎
有

明
支

所
 

◎
松

山
支

所
 

梅
﨑
開

田
1

2
ｈ
a
 

大
野

原
開

田
 

1
0

9
h
a
 

開
田
事
業

 

 
シ
ラ
ス
台

地
の
崖

下
に

は
数
多

く
の

出
水

が

あ
り

、
こ

の
出

水
を
利
用

し
て

水
田

を
開

く
こ

と

が
早

い
時
期

か
ら
行
わ

れ
て

い
た

と
思
わ

れ
る

。

【
志

布
志

町
誌
】

 

１

章

２

章

３

章

４

章

生物多様性の主流化を図り、新たな「自然と共存する社会」の実現を目指して　　～「共生」と「循環」そして「継承」～

１

章

２

章

３

章

４

章

生物多様性の主流化を図り、新たな「自然と共存する社会」の実現を目指して　　～「共生」と「循環」そして「継承」～



 

2
-
3

 
志

布
志

市
の

す
が

た
（

社
会

－
土

地
利

用
等

）
 

24 

日
南

海
岸

国
定

公
園

の
区

域
に

つ
い

て
は

、
Ｐ

5
1

に
表

し
て

い
ま

す
。
 

◎
有

明
支

所
 

◎
松

山
支

所
 

◎
市

役
所

 

１

章

２

章

３

章

４

章

志布志市多様性地域戦略

１

章

２

章

３

章

４

章

志布志市多様性地域戦略



2
-
4

 
志

布
志

市
の

す
が

た
（

小
学

校
の

校
歌

・
校

章
）

 

  

原
田

小
 

田
原

の
流

れ
 

澄
む

水
に

 

心
を

み
が

き
 

身
を

き
た

え
 

野
神

小
 

稔
る

み
ど

り
の

 
野

神
原

 

わ
た

く
し

た
ち

が
 

ぼ
く

た
ち

が
 松
山

小
 

菱
田

の
流

れ
 

清
ら

か
に

 

誠
を

み
が

く
 

こ
の

窓
は

 泰
野

小
 

朝
日

か
が

や
く

 
宮

田
山

 

清
く

け
だ

か
く

 
そ

び
え

た
つ

 

尾
野

見
小

 

明
け

ゆ
く

空
の

 
色

映
え

る
 

大
谷

山
の

 
い

た
だ

き
を

 

蓬
原

小
 

菱
田

の
 

川
の

 
西

東
 

黄
金

の
波

の
 

立
つ

と
こ

ろ
 

通
山

小
 

黒
潮

お
ど

る
 

有
明

の
 

緑
し

た
た

る
 

松
陰

の
 

田
之

浦
小

 

御
在

所
岳

に
 

田
浦

川
 

豊
か

な
み

の
り

 
生

む
と

こ
ろ

 

森
山

小
 

み
ど

り
の

山
に

 
か

こ
ま

れ
た

 

歴
史

に
か

お
る

 
学

舎
は

 

安
楽

小
 

地
を

ふ
み

し
め

て
 

誓
う

の
は

 

わ
れ

ら
安

楽
の

 
楠

の
子

だ
 

伊
﨑

田
小

 

歴
史

は
古

き
 

白
鳥

の
 

誇
り

を
永

遠
に

 
う

け
つ

ぎ
て

 

志
布

志
小

 

朝
の

虹
 

輝
く

岡
よ

 

若
き

芽
の

 
力

の
林

 

香
月

小
 

は
て

し
な

き
 

有
明

の
海

 

風
立

て
ば

 
波

た
ち

さ
わ

ぐ
 

皆
さ

ん
は

、
自

分
の

出
身

小
学

校
の

「
校

歌
」

を
思

い
出

す
こ

と
が

で
き

ま
す

か
。

 

 

 
「

校
歌

」
に

は
、

子
ど

も
た

ち
の

成
長

へ
の

思
い

と
と

も
に

、
自

然
の

姿
そ

し
て

そ
の

地
域

の
自

然
に

対
す

る
思

い
も

込
め

ら
れ

て
い

ま

す
。

 

  
地

域
の

誰
も

が
イ

メ
ー

ジ
を

共
有

で
き

る

「
校

歌
」「

校
章

」
に

は
、

生
物

多
様

性
を

支
え

る
地

域
社

会
の

あ
り

方
の

ヒ
ン

ト
が

あ
る

よ
う

に
思

え
ま

す
。

 

山
重

小
 

春
は

桜
の

 
花

の
雲

 

秋
は

ほ
が

ら
に

 
鶴

が
舞

い
 

有
明

小
 

朝
焼

け
の

 
み

空
は

る
か

に
 

前
岳

は
 

高
く

そ
び

え
る

 

旧
八

野
小

 

笠
祇

の
宮

居
 

仰
ぎ

み
つ

 

自
然

の
霊

気
 

身
に

ぞ
う

け
 

潤
ヶ

野
小

 

前
川

の
水

 
清

く
し

て
 

玉
な

す
し

ぶ
き

 
永

久
に

 

旧
四

浦
小

 

朝
日

輝
く

 
四

浦
富

士
 

雄
々

し
き

姿
 

仰
ぎ

つ
つ

 

25 

１

章

２

章

３

章

４

章

生物多様性の主流化を図り、新たな「自然と共存する社会」の実現を目指して　　～「共生」と「循環」そして「継承」～

１

章

２

章

３

章

４

章

生物多様性の主流化を図り、新たな「自然と共存する社会」の実現を目指して　　～「共生」と「循環」そして「継承」～



2
-
5

 
志

布
志

市
の

す
が

た
（

昔
の

暮
ら

し
そ

の
１

）
 

   
 

こ
れ

ま
で

、
志

布
志

市
の

生
物

多
様

性
の

現
状

を
見

て
き

ま
し

た
が

、
昔

の
暮

ら
し

ぶ
り

（
5

0
年

～
6

0
年

前
）

は

ど
う

だ
っ

た
の

で
し

ょ
う

か
。

生
物

多
様

性
の

保
全

と
持

続
可

能
な

利
用

に
つ

い
て

ヒ
ン

ト
が

あ
る

か
も

し
れ

ま
せ

ん
。
 

（
１

）
自

然
環

境
・

遊
び

 

・
子

ど
も

は
、

山
と

川
が

遊
び

場
だ

っ
た

。
山

車
を

作
っ

て
坂

道
で

遊
び

、
け

が
を

し
た

と
き

は
蓬

汁
を

塗
っ

た
。
 

・
カ

ブ
ト

ム
シ

、
ク

ワ
ガ

タ
、

タ
マ

ム
シ

、
オ

ニ
ヤ

ン
マ

な
ど

の
虫

を
捕

ま
え

た
。

竹
で

竹
ト

ン
ボ

や
竹

馬
を

作

り
遊

ん
だ

。
ス

キ
ー

用
ソ

リ
も

作
り

草
原

で
滑

り
遊

ん
だ

。
先

輩
が

遊
び

を
教

え
て

く
れ

た
。

 

・
夏

休
み

の
宿

題
で

、
昆

虫
や

植
物

の
採

集
が

あ
っ

た
。

小
学

校
に

は
プ

ー
ル

が
な

か
っ

た
の

で
、

近
く

の
川

で

授
業

が
あ

っ
た

。
運

動
会

は
裸

足
だ

っ
た

。
 

・
春

は
ツ

ワ
、

ワ
ラ

ビ
、

野
イ

チ
ゴ

、
秋

は
ア

ケ
ビ

、
ウ

ベ
、

シ
イ

の
実

、
グ

ミ
、

ク
リ

を
食

べ
た

。
タ

ツ
の

実

（
イ

ヌ
ビ

ワ
の

実
）

、
ム

ク
の

実
を

食
べ

た
。

 

・
川

に
は

、
フ

ナ
、

ナ
マ

ズ
、

ウ
ナ

ギ
、

ド
ジ

ョ
ウ

、
イ

モ
リ

、
サ

ワ
ガ

ニ
な

ど
が

多
か

っ
た

。
山

太
郎

ガ
ニ

、

ダ
ッ

マ
（

川
エ

ビ
）

を
獲

っ
て

食
べ

た
。

獲
っ

た
魚

な
ど

は
「

ゆ
る

い
（

囲
炉

裏
）

」
の

周
り

に
刺

し
「

火
ぼ

か

し
」

に
し

て
食

べ
た

。
 

・
河

岸
に

は
、

小
さ

な
穴

が
あ

り
い

ろ
い

ろ
な

生
き

物
が

い
た

。
 

・
田

ん
ぼ

の
土

手
に

ヘ
ビ

が
多

く
、

田
ん

ぼ
に

は
、

メ
ダ

カ
、

ド
ジ

ョ
ウ

、
ナ

マ
ズ

、
タ

ガ
メ

、
ゲ

ン
ゴ

ロ
ウ

シ

な
ど

が
普

通
に

い
た

。
田

ん
ぼ

は
、

夜
に

な
る

と
ト

ノ
サ

マ
ガ

エ
ル

の
大

合
唱

が
あ

っ
た

。
 

・
海

岸
砂

浜
で

は
、

ハ
マ

グ
リ

、
ナ

ン
ゲ

が
た

く
さ

ん
獲

れ
た

。
 

・
通

山
地

区
の

医
師

会
立

有
明

病
院

近
く

に
菱

田
川

及
び

安
楽

川
に

通
じ

る
約

2
h

a
の

通
称

フ
イ

コ
（

古
い

池
）

が
あ

り
、

多
く

の
生

き
物

が
い

た
。

子
ど

も
た

ち
の

遊
び

場
に

も
な

っ
て

い
た

。
冬

場
、

そ
の

フ
イ

コ
に

カ
モ

類

が
飛

来
し

て
き

た
。

カ
モ

猟
が

行
わ

れ
て

い
た

。
 

・
山

重
に

ナ
ベ

ヅ
ル

が
飛

ん
で

き
て

い
た

（
昭

和
3

0
年

頃
ま

で
）

。
 

・
セ

ス
ナ

機
で

お
店

の
宣

伝
を

し
て

い
た

。
映

画
館

の
宣

伝
カ

ー
が
走

っ
て

い
た

。
 

・
東

京
オ

リ
ン

ピ
ッ

ク
は

、
小

学
校

の
体

育
館

で
見

た
。

 

・
月
光
仮
面

や
赤
胴
鈴
之
助

が
流

行
っ

て
い

た
。

 

（
２

）
食
習
慣

 

・
山
菜

（
タ

ラ
の
芽

、
ワ

ラ
ビ

、
ゼ

ン
マ

イ
、

タ
ケ

ノ
コ

、
ク

サ
ギ

、
ミ

ョ
ウ

ガ
、

ヤ
マ

イ
モ

、
キ

ク
ラ

ゲ
な

ど
）

や
イ

ノ
シ

シ
、

ウ
サ

ギ
の
獣
肉

を
食

べ
て

い
た

。
 

・
お
茶

、
漬

物
、
甘
酒

、
こ

ん
に
ゃ

く
、
豆
腐

、
し

ょ
う

ゆ
、

み
そ

、
あ

く
ま

き
や

カ
カ

ラ
ン
団

子
な

ど
の
菓

子

は
自
家
製

だ
っ

た
。

 

・
ミ

カ
ン

、
キ

ン
カ

ン
、

ビ
ワ

、
柿

な
ど

は
家

の
近

く
に

植
え

て
あ

っ
た

。
 

・
ド

ク
ダ

ミ
や

ゲ
ン

ノ
シ

ョ
ウ

コ
を
薬

草
と

し
て

い
た

。
 

・
朝
昼
晩

、
み

そ
汁

だ
っ

た
。

か
ら

い
も
飯

を
食

べ
た

。
焼
酎

は
量

り
売

り
だ

っ
た

。
稲

の
収
穫
後

、
田

ん
ぼ

で

タ
ミ

ナ
を

獲
り

、
湯

が
き

し
て

食
べ

た
。

 

・
自
分

の
家

で
作

っ
た

物
を

食
べ

て
い

た
。

安
全

な
野
菜

や
生

き
物

を
安
心

し
て

食
べ

て
い

た
。

 

・
学

校
か

ら
帰

る
と

、
お

に
ぎ

り
、
梅
干

、
ラ

ッ
キ

ョ
ウ

を
食

べ
た

。
菜
園

の
キ
ュ

ウ
リ

や
ト

マ
ト

も
食

べ
た

。
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2
-
5

 
志

布
志

市
の

す
が

た
（

昔
の

暮
ら

し
）

 

昭
和
4
7

年
の

大
浜

海
岸

 

１

章

２

章

３

章

４

章

志布志市多様性地域戦略

１

章

２

章

３

章

４

章

志布志市多様性地域戦略



                                         

昭
和

3
0

年
代

の
志

布
志

家
畜

市
場

 

（
３

）
生

活
習

慣
 

・
水

は
、

近
く

の
水

源
か

ら
汲

ん
で

担
い

で
、

ま
た

井
戸

を
掘

り
汲

ん
で

使
用

し
て

い
た

。
風

呂
の

水
く

み
が

大

変
だ

っ
た

。
 

・
「

ひ
ね

る
と

ジ
ャ

ー
」

、
水

道
の

通
水

（
昭

和
2

０
・

3
0

年
代

に
整

備
）

は
う

れ
し

か
っ

た
。

 

・
風

呂
と

ト
イ

レ
は

、
家

の
外

に
あ

っ
た

。
 

・
ガ

ス
が

普
及

す
る

（
昭

和
3

0
年

代
）

ま
で

は
、

エ
ネ

ル
ギ

ー
源

は
薪

（
た

き
ぎ

）
だ

っ
た

。
薪

を
使

っ
て

、

ご
飯

を
た

き
風

呂
を

沸
か

し
て

い
た

。
 

・
薪

は
木

を
伐

採
し

コ
ダ

ク
ッ

（
短

く
切

り
）

て
、

裂
い

た
竹

や
カ

ン
ネ

ン
カ

ズ
ラ

（
ク

ズ
）

で
束

に
し

て
運

搬

し
、

牛
小

屋
の

2
階

に
保

存
し

て
い

た
。

 

・
ス

ギ
・

ヒ
ノ

キ
の

枯
れ

枝
は

薪
に

し
た

の
で

、
ス

ギ
・

ヒ
ノ

キ
山

は
よ

く
管

理
さ

れ
て

い
た

。
 

・
冬

場
は

山
か

ら
木

を
切

り
出

し
斧

で
割

り
薪

を
作

っ
た

。
そ

の
薪

は
軒

下
に

積
み

、
乾

燥
さ

せ
な

が
ら

使
っ

た
。
 

・
小

学
生

か
ら

一
労

働
者

で
、

朝
牛

馬
の

草
切

り
に

行
っ

た
後

学
校

に
行

っ
た

。
夏

は
学

校
か

ら
帰

っ
た

ら
、

か

ら
い

も
の

草
取

り
だ

っ
た

。
 

・
稲

取
り

が
済

ん
で

か
ら

は
、

出
稼

ぎ
が

多
か

っ
た

。
 

・
海

岸
沿

い
で

は
、

松
の

枯
葉

を
焚

き
つ

け
に

、
枝

そ
し

て
流

木
を

燃
料

と
し

て
い

た
。

 

・
松

の
枯

葉
を

集
め

る
と

そ
の

下
に

「
松

露
」

が
見

つ
か

っ
た

。
松

で
臼

を
作

っ
た

。
 

・
軒

下
に

氷
柱

（
つ

ら
ら

）
が

下
が

る
日

が
あ

っ
た

。
霜

の
降

り
る

日
も

今
よ

り
も

多
か

っ
た

。
 

・
昭

和
3

0
年

代
か

ら
、

エ
ネ

ル
ギ

ー
源

が
薪

炭
か

ら
化

石
燃

料
に

変
わ

っ
た

こ
と

で
荷

馬
車

が
ト

ラ
 

ッ
ク

に
代

わ
り

、
ま

た
バ

イ
ク

や
乗

用
車

が
急

増
し

た
。

 

・
国

鉄
志

布
志

線
・

大
隅

線
（

昭
和

6
2

年
廃

止
）

が
走

っ
て

い
た

。
 

・
旧

暦
の

8
月

1
5

日
に

は
、「

8
月

踊
り

」
が

行
わ

れ
た

。
や

ぐ
ら

を
組

み
、

そ
の

上
で

笛
太

鼓
そ

し

て
唄

を
唄

っ
て

い
た

。
朝

ま
で

踊
っ

て
い

た
。

青
年

（
ニ

セ
）

が
中

心
に

な
っ

て
い

た
。

 

・
青

年
団

が
「

六
月

灯
」

を
開

催
し

て
い

た
。

十
五

夜
で

相
撲

を
取

り
、

か
ら

い
も

や
里

芋
を

食
べ

た
。

 

・
結

婚
式

・
葬

式
は

自
宅

で
行

っ
た

。
葬

式
は

自
治

会
総

出
で

行
わ

れ
、

穴
掘

り
と

揚
げ

豆
腐

は
男

性
の

役
目

で
、

女
性

は
食

事
を

用
意

し
た

。
2

日
か

か
っ

て
い

た
。

料
理

は
手
伝

っ
た
人

が
家

に
持
ち

帰
る
分

ま
で

用
意

さ
れ

た
。

各
世
帯
お
米

を
持
ち
寄

っ
た

。
 

・
苗

取
り

や
田
植
え

は
結

い
で

行
い

、
子
ど

も
は
苗
配

り
を

し
た

。
 

・
皆
等

し
く
豊

か
で

な
か

っ
た

か
ら

、
助

け
合

い
を

し
な

け
れ
ば

生
き

て
い

け
な

か
っ

た
。

 

・
「

道
つ

く
り

」
や

「
溝

こ
し

た
え

」
、

「
川

こ
し

た
え

」
が

あ
っ

た
。

 

・
集
落
内

の
人

と
人

の
つ

な
が

り
が

あ
っ

た
。
鐘

が
各

自
治

会
に

あ
り

、
打
数

で
寄
合

や
災
害

を
伝
え

て
い

た
。

 

・
ク
リ

ス
マ

ス
ケ

ー
キ

を
食

べ
た

こ
と

は
な

か
っ

た
。

 

・
お

年
玉

を
も

ら
う

こ
と

は
な

か
っ

た
。
正

月
は
特

に
初
詣

に
行

く
こ

と
は

な
か

っ
た

。
 

・
網
元

・
網
子

の
関
係

が
あ

っ
た

。
 

（
4

）
産
業

 

・
牛

馬
を

使
っ

て
鍬

（
す

き
）

で
耕

し
、

結
い

で
田
植
え

を
し

、
鎌

で
刈

り
取

り
、
脱
穀
機

で
籾

（
も

み
）

に
し

た
。
ワ

ラ
も

牛
馬

の
食

用
は

も
と

よ
り
他

の
農

作
業

に
使

っ
た

の
で
貴
重

だ
っ

た
。

 

・
ほ

と
ん
ど

の
家

に
牛

馬
か
豚

か
鶏

が
い

た
。

そ
の

牛
馬

に
土
手

の
草

を
食

べ
さ

せ
る

た
め

、
土
手

の
草

切
り

は

競
争

だ
っ

た
。

竹
で
籠

を
作

り
そ

の
刈

り
取

っ
た

草
を
入

れ
、
背
負

っ
て

帰
っ

た
。

牛
馬
へ

の
給
餌

は
刈

り
取

っ

て
き

た
草

を
ワ

ラ
キ
リ

で
切

り
与
え

た
。

牛
馬

が
引

く
荷

車
が

あ
っ

た
。

 

・
志

布
志
町
稚
児

松
に

家
畜

市
場

（
昭

和
4
9

年
に

今
の
曽
於

中
央

家
畜

市
場

（
曽
於

市
）

に
統
合

）
が

あ
っ

た
。
 

・
主

に
稲

、
で

ん
ぷ

ん
用
甘
藷

、
菜
種

、
麦

、
葉

た
ば

こ
、
桑

、
ミ

カ
ン

な
ど

を
栽
培

し
て

い
た

。
 

・
稲

の
2
期

作
の

と
こ
ろ

も
あ

っ
た

。
陸

稲
を

作
っ

て
い

た
が

、
肌

に
触

れ
る

と
か
ゆ

か
っ

た
。

 

・
家

畜
の
糞

は
も
ち
ろ

ん
人
糞

も
堆
肥

と
し

て
畑

に
ま

い
て

い
た

。
堆
肥

作
り

コ
ン

ク
ー

ル
が

開
催

さ
れ

て
い

た
。

耕
作
放
棄
地

は
な

か
っ

た
。

セ
イ
タ

カ
ア
ワ

ダ
チ
ソ
ウ

や
ハ
リ
ビ
ユ

な
ど

の
外
来
植
物

は
侵
入

し
て

い
な

か
っ

た
。
 

・
八
田

（
は
ち

だ
）
網
漁

を
し

て
い

た
。

昭
和

3
0

年
代

ま
で

は
、
地
曳

（
ぢ
び

き
）
網
漁

が
あ

っ
た

。
昭

和
4

0

年
代

に
入

っ
て

、
バ

ッ
チ
網
漁

や
底
曳
網
漁

を
し

た
。

イ
ワ
シ

や
ア

ジ
が
主

だ
っ

た
。

昭
和
4
7

年
は

志
布

志
港

の
漁
獲
高

は
2

0
0

0
ト

ン
を
超
え

た
（
平
成

3
0

年
度

6
5

ト
ン

）
。

 

・
「
ブ

エ
ン

は
い

ー
や

は
ん
ど

か
い

」
と
言

い
な

が
ら

、
リ
ヤ

カ
ー

で
、
売

り
さ
ば

い
た

。
 

・
川

沿
い

に
は

で
ん
ぷ

ん
工

場
が

あ
っ

た
。

そ
の

で
ん
ぷ

ん
粉

は
志

布
志
港

か
ら

出
荷

さ
れ

て
い

た
。

 

・
高
度
成
長

と
と

も
に
建
設
工

事
、
土

木
工

事
が

多
く

な
っ

た
。

 

・
映
画
館

が
あ

っ
た

。
多

く
の

小
売
店

が
あ

り
、
駄
菓
子

屋
も

あ
っ

た
。
都

ま
ん
じ
ゅ

う
が
お

い
し

か
っ

た
。
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2-6 志布志市のすがた（市民の意識） 
平成 30 年度に、①小中学生②一般市民そして③事業所の 3 つに分けて、環境全般のア

ンケートを実施しましたが、その中で、 

あなたは「生物多様性（せいぶつたようせい）」の言葉の意味を知っていますか。 

という質問をしました。この質問の回答が次のとおりでした。 

①小中学生（市内全小学 4 年生から中学 3 年生まで、回答率 86.4％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②一般市民（１６歳以上の市民 2,000 人、回収率 36.9％） 

知ってい

た

8%

意味は知ら

なかった

が、言葉は

聞いたこと

があった

33%

聞いたこと

はなかっ

た、気付か

なかった

56%

未記入

3%

知っていた, 

20%

意味は知らな

かったが、言

葉は聞いたこ

とがあった, 

39%

聞いたことは

なかった、気

付かなかった, 

39%

未記入, 3%
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４
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③事業所（市内２００社へ、回答率63.5％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

このほかにも次のような関連のアンケート調査結果でした。 

＜小中学生へ＞どのような環境のまちになったらよいと思いますか？（複数回答） 

１.空気のきれいなまち 44% 

２.水のきれいなまち 38% 

３. しい風景のまち 30% 

    山や川など自然の中で遊んでいる・・・あまりしていない全くない43.％ 

＜一般市民へ＞あなたが主に関心をもっている環境問題は何ですか。（複数回答） 

１.気候変動 60% 

２.生態系及び農作物への影響 44% 

３.廃棄物やリサイクルの問題 43% 

４.温暖化に伴う健康被害 37% 

５.水質汚濁、地下水･土壌汚染 33% 

６.大気汚染（PM2.5 問題を含む） 31% 

７.放射性物質の利用と廃棄 20% 

８.騒音･振動･悪臭 17% 

９.マイクロプラスチック問題 13% 

10.環境に対する社会的責任 12% 

11.生物多様性の保全 7% 

＜事業所へ＞貴事業所は，環境への取組みと事業活動のあり方について，どのように考え

ますか。 

1.社会貢献のひとつと考えている 57% 

２.今後の業績を左右するひとつとして取り組んでいる 20% 

３.法規制等をクリアするレベルでよいと考えている 12% 

４.ビジネスチャンスと位置付け、積極的に取り組んでいる 9％ 
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2-7 志布志市のすがた（課題） 

これまで、志布志市の生物多様性の現状を見てきましたが、いくつかの課題が見えてき

ました。以下にまとめます。 

 

2-7-1 生物多様性の言葉が浸透していません 

「生物多様性国家戦略 2012-2020」の中に一つの基本戦略として「生物多様性を社

会に浸透させる」とありますが、2-5 志布志市のすがた（市民の意識）でも分かるように、

平成 30 年度のアンケート結果から「生物多様性の意味を知っていた」と回答したのは、

小中学生で 8％、一般市民で 20％、事業所で 28％でした。 

 

生物多様性の危機への対処に必要な取組を強化・充実していくことも必要ですが、もの

を大切にする、食べ残しをしない、動植物に関心をもつ、菜園で野菜を育てる、ポイ捨て

をしないなど私たちの日頃の行動も生物多様性の保全と持続可能な利用につながります。 

市民一人ひとりの日常の暮らしや各種団体などで生物多様性について考えたり、意識し

て、行動に移していくことが重要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ハスの上で休息するヤマトタマムシ（有明町蓬原 ふいやしき公園） 

主にエノキの葉を食べます。 
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2-7-4 特定外来生物＊P85 の侵入が見られます 

20 ページの「2-1 志布志市のすがた（環境 市内で確認されている外来生物＊P84）」で

示したとおり、市内でも特定外来生物＊P85 を含め多くの外来生物＊P84 が確認されています。 

国及び鹿児島県は、多くいる外来種＊P84 の中から特に注意が必要な外来種＊P84 について、

国は「生態系被害防止外来種リスト」、鹿児島県は「鹿児島県外来種リスト」を作成してい

ます。市内で確認されている特定外来生物＊P85 は下表の 6 種ですが、国及び鹿児島県の位

置付けは、次のとおりです。 

 

市内で確認されている特定外来生物＊P85 の国及び鹿児島県における位置付け 

種 
カテゴリー 

国 鹿児島県 

ウシガエル(動物、両生類) 

総
合
対
策
外
来
種 

重点対策外来種 

防
除
対
象
種 

重要防除種 

カダヤシ（動物、魚類） 重点対策外来種 重要防除種 

ハイイロゴケグモ（動物、その他節足動物） 緊急対策外来種 緊急防除種 

オオキンケイギク(植物、陸生植物) 緊急対策外来種 一般防除種 

オオフサモ(植物、水生植物) 緊急対策外来種 重要防除種 

ボタンウキグサ(植物、水生植物) 緊急対策外来種 重要防除種 

国「総合対策外来種」・・・国内に定着が確認されているもの。生態系等への被害を及ぼしてい

る又はその恐れがあるため、防除、遺棄・導入・逸出防止等のための普及啓発など総合的に対策

が必要 

国「緊急防除外来種」・・・対策の緊急性が高く、積極的に防除を行う必要がある 

国「重点対策外来種」・・・甚大な被害が予想されるため、対策の必要性が高い 

鹿児島県「防除対象種」・・・本県に影響を及ぼす外来種＊P84 のうち、県内に定着しており、防

除対象及び普及啓発が必要な種 

鹿児島県「緊急防除種」・・・本県に大きな影響を及ぼしており、緊急に防除対策が必要な種 

鹿児島県「重要防除種」・・・本県に大きな影響を及ぼしており、防除対策について検討が必要

な種 

鹿児島県「一般防除種」・・・本県に影響を及ぼしており、防除対策について検討が必要な種 

なお、市内では上記特定外来生物＊P85 以外にも「鹿児島県外来種リスト」の中で、「緊急

防除種」に指定されているアカミミガメ、スクミリンゴガイそしてホテイアオイが確認さ

れています。生態系等への被害を防止するための対策が必要です。 

 

一方、市では平成 26 年度から「子どもたちに安全な遊び場の提供」を目指して、公園、

運動広場及び各学校においてメリケントキンソウの駆除にこれまで取り組んできましたが、

その撲滅には至っていません。引き続き取り組む必要があります。
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2-7-５ 気候変動への適応が必要です 

17 ページ志布志市のすがた(環

境)でも紹介したように、志布志市

を含め南九州でも温暖化が進行し

ています。 

右に紹介するように生態系にも

温暖化の影響は出てきています。

台風の巨大化や豪雨の発生も増加

すると見込まれています。 

 

平成 30 年 12 月に「気候変動

適応法」が施行され、温室効果ガ

スの排出削減対策（緩和策）と、

気候変動の影響による被害の回

避・軽減対策（適応策）は車の両

輪とし、適応策が法的に位置付け

されました。 

 

鹿児島県はこの法律の施行を待

たずして平成 30 年 3 月に「鹿児

島県地球温暖化対策実行計画」を

策定し、この中に気候変動適応法

第 12 条に規定する「地域気候変

動適応計画」を、「第 6 章気候変動

の影響への適応」として盛り込ん

でいます。 

 

鹿児島県はこの計画書で、「農業、森林・林業、水産業」、「自然生態系」など 7 分野に

分け、気候変動の影響を評価し、その適応策を明らかにしています。この計画に沿って対

策をとることが大切です。 

【資料：鹿児島地方気象台ホームページ】 

鹿児島のさくらの開化が長期的に早まっています。 

鹿児島のイチョウの黄葉が長期的に遅くなっています。 
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第 3 章 地域戦略を考える 
  

これまでの章で、「生物多様性」と「志布

志市のすがた」を確認してきました。 

この章では、生物の多様性の保全と持続

可能な利用を図っていくために、どのよう

な考え方でそしてどのようなことをしてい

ったらよいかを考えます。 
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3-3 基本理念 「共生」と「循環」そして「継承」 

 

国の生物多様性国家戦略では、国家戦略の理念を次のように掲げ、そして説明していま

す。 

「自然の仕組みを基礎とする真に豊かな社会をつくる」 

私たちに豊かな恵みをもたらす自然、また時として脅威となり得る自然に対し、感謝と

畏敬の心を持って接すること、また人が自然の一部であることを理解することは重要です。

その上で、自然のバランスを崩さず、将来にわたりその恵みを受けることができるよう、

共生と循環に基づく自然の理（ことわり）に沿った活動を選択することが重要です。 

そのためには、自然を次の世代に受け継ぐ資産と捉え、その価値を的確に認識して、自

然を損なわない、持続的な経済を考えていくことが必要です。 

こうした自然と人とのバランスのとれた健全な関わりを社会の隅々に広げていくことに

より、自然のしくみを基礎とする真に豊かな社会をつくっていかなければなりません。 

 

鹿児島県は、生物多様性鹿児島県戦略（2014-2023）で、「共生」と「循環」を基本

理念としています。この基本理念は、人間は他の生物や将来の世代と公平に、資源を分け

あって節度を持って生きるべきであるという価値観・倫理観を呈示するものだとしていま

す。 

 

第 2 次志布志市総合振興計画（2017-2026）では、「“志”あふれるまち」を基本理

念とし、「継承」「共生・協働・自立」「活力」「挑戦」の4つの理念を持って取り組むとし

ています。 

 

第 2 次志布志市環境基本計画（2020-2029）では、「良好な環境の次世代への継承」

「持続可能な社会の構築」「地球環境保全」「協力・連携」の基本理念の下、ビジョンとし

て「 しい地球を子どもたちに ものを大切に人を大切に、そして誰一人取り残さない」

とし、さらに行動の基準を「環境にやさしいか」としています。 

 

上記の関連する計画と志布志市の生物多様性の現状そして目指すべき姿を考え、この地

域戦略の基本理念は、「共生」と「循環」そして「継承」とします。 

「共生」とは、人間は自然の一部であり共に生き、共存していこうとする考えです。日

本の伝統的自然観に通じるものです。 

「循環」とは、人間を含む生きもののつながりを象徴する言葉で、物質だけでなく命も

循環しているのだという考えです。 

「継承」とは、生物の多様性の保全と持続可能な利用を次の世代につなげていこうとす

る考えです。 

 

この戦略に基づく個々の施策や取組は、常にこの理念に基づいて実施します。 
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3-4 基本目標 生物多様性の主流化を図り、新たな「自然と共生する社会」の実現 

 

第 1 章で述べたように、私たちは自然（生物多様性）から４つの生態系サービス（自然

の恵み）を受け存在しています。しかしながら、時として自然は大きな災害をもたらし生

命や財産を奪うことのある恐ろしい存在でもあります。この相反する 2 面性のある自然に

対し、私たちは畏敬の念を持ち自然の恵みをいただき、自然と順応して、自然と共に暮ら

してきました。 

 

一方、利便性・利潤を求め、大量生産・大量消費・大量廃棄をしてきました。結果とし

て、日本全体でも鹿児島県でも、そして市内においても都市部への人口集中が起こり、農

山漁村部では少子高齢化、後継者不足が進んできました。 

 

志布志市環境基本計画では、環境・経済・社会の統合的向上、そして「地域循環共生圏」

の創造を図ることを基本方針とし、地域資源を再認識し、活用していくとしています。 

生物多様性鹿児島県地域戦略の基本目標は、新たな「自然と共生する社会」の実現です。 

 

第 2 章で志布志市の現状を見て、次の 5 つの課題を整理しました。 

①生物多様性の言葉が浸透していません 

②開発による種の減少、生息・生育地の 

 減少があります 

③広葉樹林の減少、里地里山＊P84 などの手 

入れ不足があります 

④特定外来生物＊P85 の侵入が見られます 

⑤気候変動への適応が必要です 

 

これらの課題を解決すべく市民全体の基

本目標を、「生物多様性の主流化を図り、新

たな『自然と共生する社会』の実現」としま

す。 

 

「生物多様性の主流化」とは、生物多様性

の保全と持続可能な利用が、国、地方自治体、

事業者、ＮＰＯ・ＮＧＯ、国民などの様々な

主体に広く認識され、それぞれの行動に反映

されることです。 

  

耕運した田にサギが群がる（志布志町安楽） 
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3-5 志布志市の将来像 

 

前項の基本目標である「生物多様性の主流化を図り、新たな『自然と共生する社会』の

実現」を図っていきますが、この戦略の計画期間が終わる 10 年後と中長期的(30 年後～

50 年後)な志布志市のあるべき姿をイメージとして、以下に示します。 

 

＜2030 年（10 年後）の志布志市のイメージ＞ 

①市民誰もが、生物多様性の重要性を理解し、行動しています。 

②重要地域を保全し、自然のつながりを取り戻しています。 

③生物多様性の情報を蓄積・共有し、生態系が守られています。 

④生物多様性を支え、生物多様性に支えられた環境文化を継承しています。 

⑤生物多様性の向上につながる産業活動やライフスタイルに転換しています。 

  

１

章

２

章

３

章

４

章

志布志市多様性地域戦略

１

章

２

章

３

章

４

章

志布志市多様性地域戦略



41 

 

＜2050 年～2070 年の志布志市のイメージ＞ 

①市民は、「共生」と「循環」そして「継承」の理念の下、生物多様性の保全と持続可能な

利用を考えて行動し、みんな仲良く楽しく生活しています。 

②市民はものを大切に人を大切にし、そして誰一人取り残さないという意識を持ち、行動

しています。 

③子どもたちは、魚釣りや昆虫採集など自然の中で遊ぶ姿がよく見られ、また伝統行事な

どへ積極的に参加しています。また親子で生き物や自然に触れ合う機会が増えています。 

④耕作放棄地が見直され、人の手により生物多様性の保全が図られています。そして地域

社会も維持され、地域の伝統文化や伝統行事、知恵・技術が受け継がれています。 

⑤里地里山の整備や生態系ネットワーク＊P85 づくりにより、野生生物の生息・生育地の連

続性が確保されています。水生生物は河口から中流上流へ自由に移動できています。 

⑥鳥獣の保護管理により、鳥獣被害は激減しています。イノシシやタヌキ等に対して適切

な被害対策や個体管理が行われ、人との共存が図られています。また森林には実のなる

広葉樹が多く植えられています。 

⑦事業活動は、生物多様性の保全と持続可能な利用に配慮した生産活動やサービスを実施

し、活き活きと展開されています。 

⑧生物多様性の保全及び持続可能な利用を中心とした農林水産業への取組、交通・情報基

盤などのインフラ整備そして福祉保健教育の充実も相まって、志布志市に住みたいとい

う者が増え、人口が３万人を超えています。 

⑨市民、事業者、そして各種団体が楽しく活き活きとしている様を、見学したい又は体験

したいという者が多くおり、エコツーリズム＊P84、グリーンツーリズム＊P84 そしてブル

ーツーリズム＊P86 が盛んです。 

⑩在来の生態系を乱す外来種＊P84 の侵入や駆除が積極的に行われ、外来種＊P84 の増加を防

いでいます。また、希少になった生き物や生態系に、個別の保護対策が進められていま

す。 

⑪農業は生物多様性の保全に配慮した生産方法がなされ、多くの生き物と触れ合うことが

できます。 

⑫民家や学校・保育園にはビオトープ＊P85 があり、たくさんの生物が生息・生育し、小さ

な環境学習の場となっています。 
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3-6 他の計画との整合性と位置付け 

 

 生物多様性の確保に関係する計画は以下のとおり策定されていますので、これらの計

画と整合性を保っていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

位置付けとしては、志布志市環境基本条例第 8 条に基づく第 2 次志布志市環境基本計画

を補完するものです。 

  

 国際合意、法律・条例・計画等 

平成 23 年 鹿児島県環境基本計画（県） 

平成 24 年 生物多様性国家戦略 2012-2020（国） 

平成 26 年 特定外来生物被害防止基本方針（国） 

生物多様性鹿児島県地域戦略（県） 

鹿児島県動物愛護管理推進計画（県） 

平成 27 年 持続可能な開発のための 2030 アジェンダ採択（国際） 

水循環基本計画（国） 

生態系被害防止外来種リスト作成（国） 

平成 28 年 鹿児島県外来種リスト作成（県、平成 29 年改正） 

平成 29 年 鹿児島県外来種対策基本方針（県） 

第 2 次志布志市総合振興計画（市） 

平成 30 年 鹿児島県地球温暖化対策実行計画「第 6 章気候変動の影響

への適応」（県） 

第 5 次環境基本計画（国） 

令和元年 指定外来動植物による鹿児島の生態系に係る被害防止に関

する条例(県) 

指定外来動植物被害防止基本方針（県） 

令和２年 志布志市ひと・まち・しごと創生人口ビジョン（市） 

第 2 次志布志市環境基本計画（市） 

第 2 次志布志市環境基本計画 

志布志市環境基本条例 

志布志市生物多様性地域戦略 
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第４章 地域戦略を進める  

前章で、地域戦略の基本を考えました。 

この章では、生物多様性の保全と持続可

能な利用について具体的にどのように展開

し、進めていくかを考えます。そして、だ

れがどんな役割をしていくかを考えます。 
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  社会貢献活動は、地域との連携につながります。 

  また、異業種や異分野間でのビジネスや技術開発など、従来の産業構造の枠を超えた

新たなパートナーシップによる生物多様性分野での改革は、事業者のイメージを向上さ

せることにつながる可能性や新たな事業となる可能性があります。 

 

4-1-3 各種団体の役割 

  市内の各種団体は、各校区公民館やふるさとづくり委員会などの地域を縁とした団体、

生物多様性の保全を目的とした団体、農産物販売促進を縁とした団体、趣味を縁とした

団体、あるいは同種事業者の推進を縁とした団体等があります。これらの団体の活動に

おいて、生物多様性の保全と持続可能な利用に配慮した取組、事業推進を行うことが大

切です。 

  例えば、自治会の花見では自然の恩恵を語り伝え、使い捨て容器は使わない・食べ残

しはしないことなどの取組、農産物販売促進を縁とした甘しょ部会ではマルチは適正に

処理することなどの取組があります。 

この取組が市民へ広がり生物多様性の主流化につながり、ひいては各種団体の活動・

事業推進につながっていくことになります。 

   

4-1-4 行政機関の役割 

  国及び県の施策と呼応しながら、この地域戦略を着実に進めます。 

市民、事業者及び各種団体との連携・協働を促進し、基本目標である生物多様性の主

流化を図り、新たな「自然と共生する社会」の実現を目指していきます。 

また、学校・教育機関の役割として、環境学習や自然体験を通じて身近な自然にふれ

あい、生物多様性の保全を学ぶ機会を継続的に設けることや、行政、NPO、各種団体な

ど、多様な主体と連携することが大切です。  
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4-2-2 「重要地域を保全し、自然のつながりを取り戻しています。」を実現するため 

の行動 

（１）重要地域の保全 

生物多様性の保全のためには、国、県及び市が指定している天然記念物をはじめ重要

な地域を保全していくことが必要です。 

ア 日南海岸国定公園 

本市の海岸線の一部及び枇榔島は、下図のとおり日南海岸国定公園に指定されてい

ます。海域は「普通地域」ですが、陸域は「第 2 種特別地域」に指定され、風致景観

を維持するため工作物を新築するなどの行為について、自然公園法に基づき都道府県

知事が規制を行っています。 

また、夏井海岸や通山押切海岸には、アカウミガメの上陸産卵、コアジサシの飛来

営巣、そしてクロツラヘラサギの飛来があります。 

 

＜主な取組＞ 

①アカウミガメの上陸産卵時期（5 月～8 月）の前に海岸清掃を市民に呼びかけると

ともに、海洋プラスチック問題に対応するため、定期的に海岸清掃を実施していき

ます。               ＜◆市民、事業者、各種団体、行政機関＞ 

②国際的にアカウミガメ、コアジサシ、クロツラヘラサギは国際希少野生動植物に指

定されていますので、その保護を図るためその時期は「車乗り入れ禁止」などの措

置を取ります。                  ＜各種団体、◆行政機関＞ 

③日南海岸国定公園の保全については、国・県・市と情報を共有・連携します。   

＜◆行政機関＞ 

④河口干潟には、ゴカイ、ハゼ、貝類、カニ類、エビやこれらを捕食する水鳥や魚な

どの重要な生息地となっていることから現況を調査し、保全策を講じます。 

＜◆市民、各種団体、行政機関＞ 
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亜熱帯性植物が群落する枇榔島 

昭和 47 年（1972 年）ごろ 

令和 2 年（2020 年） 

石油備蓄基地の建設及び志布志港防波堤延伸に伴い、志布志湾の環境も変わりました。開発

も自然の保全も人の生活には必要です。この写真は、開発に伴う環境評価の重要性を示してい

ます。 
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エ 平成の名水百選「普現堂湧水源」 

 水環境保全の一層の推進を図るため、環境省は平成 20 年 5 月「平成の名水百選」

を発表し「普現堂湧水源」も選定されました。市内には「普現堂湧水源」を含めて 42

か所の湧水地点が確認されています。 

 

＜主な取組＞ 

①湧水（地下水）の保全と合わせて生物多様性の保全と持続可能な利用に関する普及

啓発等を推進します。            ＜市民、各種団体、◆行政機関＞ 

②湧水地周りの生物の生息・生育調査を行い、保全に向けた取組を推進します。 

＜市民、各種団体、◆行政機関＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

親水公園と蓬の郷 

親水公園には、上池、中池そして下池がありますが、その水源は「普現堂湧水源」です 

１

章

２

章

３

章

４

章

生物多様性の主流化を図り、新たな「自然と共存する社会」の実現を目指して　　～「共生」と「循環」そして「継承」～

１

章

２

章

３

章

４

章

生物多様性の主流化を図り、新たな「自然と共存する社会」の実現を目指して　　～「共生」と「循環」そして「継承」～



１

章

２

章

３

章

４

章

志布志市多様性地域戦略

１

章

２

章

３

章

４

章

志布志市多様性地域戦略



57 

 

（2）自然再生と生態系ネットワーク＊P85 の形成 

 戦後の急激な経済成長の中で、社会経済環境が大きく変化し、開発による野生動植

物の生息・生育の場の減少や分断、環境の悪化などによる生物多様性の危機が進行し

ています。志布志市も例外ではありません。 

 このため、過去の開発等で損なわれた自然環境について、自然再生によって地域特

有の自然環境をよみがえらせていく必要があります。 

 また、自然再生を行う場合は、多様な生き物の生息空間となっている自然環境を有

機的につなぎ、生態系ネットワーク＊P85 の形成に留意することが必要です。 

 自然再生は、自然自身の持つ回復力を生かすことを基本とし、時間をかけて本来の

生態系を取り戻していくことになります。私たちは、その力が最大限に発揮できるよ

う環境整備を行うとともに、目標とする生態系が取り戻せるようモニタリングを続け、

その結果を踏まえ取組内容を柔軟に見直すという順応的な態度で臨んでいくことが必

要です。 

 利便性、快適性、安全性そして利潤を追求した現代社会においては、生活水準を大

きく落とす昔のような自然共生社会に戻すことは容易なことではありません。その地

域に残る環境文化に学び、新しい知恵や科学技術の力をうまく利用して生物多様性の

主流化を図ることが、新しい「自然と共生する社会」の実現につながっていきます。 

 

＜主な取組＞ 

①農業用用排水路やため池については、地域住民の理解・参画を得ながら、魚道の整

備など生態系に配慮した整備を推進します。      ＜◆事業者、行政機関＞ 

②市民の生活に密接なかかわりを持つ里山等の森林で、生活環境や生物多様性等の保

全に不可欠な森林、優れた自然景観を形成する森林等については、森林の構成を維

持しつつ、広葉樹の導入など樹種の多様性を増進する施策を推進します。 

＜市民、事業者、◆行政機関＞ 

③自然災害やオニヒトデによる捕食被害など、非人為的に自然環境が悪化した地域に

ついては、自然の持つ復元能力を極力活用しながら、必要に応じて、植生の保全・

再生対策や景観の保全・修復対策を実施します。    ＜◆事業者、行政機関＞ 

④自然の再生を行う際は、生態系ネットワーク＊P85 形成の観点を配慮するようにしま

す。                ＜市民、◆事業者、各種団体、行政機関＞ 

  

生態系ネットワーク
＊P85

とは、 

野生生物が生息・生育する様々な空間（森林、農地、都市内緑地・水辺、河川、海、湿地・湿原・

干潟・藻場・サンゴ礁等）がつながること。 
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⑥キオビエダシャクやケブカトラカミキリによるイヌマキやクロマダラソテツシジミ

によるソテツへの食害が発生しています。またヤシオオオサゾウムシによるフェニ

ックスへの食害が発生しています。効果的な対策を検討します。 

＜市民、各種団体、◆行政機関＞ 

⑦遊休地解消のため、農業委員会による農地のあっせん等により農地の保全に努めま

す。                            ＜◆行政機関＞ 

⑧有機農業＊P86 への取組を推進します。         ＜◆事業者、行政機関＞ 

⑨GAP＊P86（農業生産工程管理）第三者認証制度、有機 JAS 制度＊P86 及び IPM＊P86

（総合的病害虫防除・雑草管理）を推進します。    ＜◆事業者、行政機関＞ 

⑩家畜排泄物の適正な管理を推進します。             ＜◆事業者＞ 

  

キオビエダシャクの幼虫（左）と成虫（右） 
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⑫各地区のふるさとづくり委員会は生物多様性の保全と持続可能な利用に関する活動

を行います。【再掲】             ＜市民、◆各種団体、行政機関＞ 

 

令和 2年度 ふるさとづくり委員会の事業概要 

地区名 事業概要（地域自ら行う事業） 

新橋 ① しい景観づくり事業②石蔵利活用活性化事業③イル

ミネーション事業ほか 

泰野 ①そばづくり体験事業②いけん湖周辺の草払い・清掃・防

護柵の設置③ホタル育成環境づくり 

尾野見 ①おおのみ焼き（野焼き）事業②大続川整備事業③大谷山

整備事業ほか 

東区 ①花壇維持管理事業②前川浄化事業③竹灯篭づくりほか 

夏井・陣岳区 取組なし 

帖五区 ①環境美化事業②公園整備事業③親子ふれあい会ほか 

志布志区 ①竹灯篭づくり②青少年育成事業『浜っ子学園事業』③地

蔵まつり事業ほか 

香月 ①街道整備事業②三世代交流事業③もちつき大会ほか 

安楽 ①そばづくり②安楽城周辺整備事業③景観整備事業ほか 

森山 ①ビューが丘公園の維持管理②クリスマス会への支援③

ゲートボール場への安全管理 

田之浦 ①ふるさと交流館周辺整備事業②御在所岳登山道等整備

事業③景観整備事業ほか 

四浦 取組なし 

潤ヶ野 ①前川清流公園整備事業②文化財整備事業③伝統文化継

承活動ほか 

八野 ①八野ふるさと祭りの実施②桜園の管理③荒廃農地の整

備ほか 

伊﨑田 ①霧岳山森林公園整備②休耕田等再利用促進事業 

有明 ①アジサイ植栽事業②祝敬老ふれあい元気まつりの開催 

通山 ①海岸松林内及び道路等の環境保全及び環境美化活動②

通山郷土史販売③ふるさとづくりマップ移設 

蓬原 ①ふいやしき公園整備事業②ふいやしき周辺の環境整備 

野神 ①焼酎づくり事業②野神ロード花いっぱい運動③秋祭りの

実施事業ほか 

原田 ①原田校区秋祭りの開催②環境整備事業 

山重 ①清水グラウンドゴルフ場の芝管理②花壇整備③親子グラ

ウンドゴルフ大会開催ほか 
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⑬各種整備事業等導入に伴う環境配慮対策として、事業対象区域や計画路線における

生態系の調査や景観調査の結果に基づき、環境配慮対策の検討（回避するか、最小

化するか、軽減するか、代償するか）を行い、生物多様性の保全に配慮した計画→

設計→施工を検討します。      ＜市民、◆事業者、各種団体、行政機関＞ 

⑭生活排水対策については、合併処理浄化槽への転換又は農業集落排水事業への接続

を推進します。                    ＜◆市民、行政機関＞ 

指標 2「汚水処理人口普及率」 

 

  

 

 

⑮長い年月にわたる人と自然との関わりにより形成されてきた里地里山＊P84 の豊かな

自然環境の保全に努めます。     ＜◆市民、事業者、各種団体、行政機関＞ 

⑯ごみの不法投棄・ごみの野焼きを防止するため、市民・事業者への啓発、パトロー

ルの強化などを実施します。     ＜市民、事業者、各種団体、◆行政機関＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【資料：鹿児島県環境保全協会ホームページより】 

  

73.48％ 

（令和元年度末） 

96.0% 

（令和 12 年度末） 
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ウ 海岸、海 

①砂浜・干潟、藻場などの自然海岸は、可能な限り適正に保全するとともに、当該地

域の環境浄化能力や多様な生息・生育環境の確保に努めます。 

           ＜市民、◆行政機関＞ 

②サンゴ礁を保護するために、オニヒトデの駆除に努めます。 

＜各種団体、◆行政機関＞ 

③アカウミガメの上陸産卵時期（5 月～8 月）の前に海岸清掃を市民に呼びかけると

ともに海洋プラスチック問題に対応するため、定期的に海岸清掃を実施していきま

す。【再掲】             ＜◆市民、事業者、各種団体、行政機関＞ 

④日南海岸国定公園の保全については、国・県・市と情報を共有し、そして連携しま

す。 

＜◆行政機関＞ 

⑤海岸が「生物多様性の観点から重要度の高い海域」に抽出された意義とともに、生

物多様性の保全と持続可能な利用に関する普及啓発等を推進します。 

＜◆市民、行政機関＞ 

⑥生活排水対策については、合併処理浄化槽への転換又は農業集落排水事業への接続

を推進します。【再掲】                 ＜◆市民、行政機関＞ 

⑦ごみの不法投棄・ごみの野焼きを防止するため、市民・事業者への啓発、パトロー

ルの強化などを実施します。【再掲】  ＜市民、事業者、各種団体、◆行政機関＞ 

 

エ 街中（まちなか） 

①公園の適正な管理を行います。        ＜市民、各種団体、◆行政機関＞ 

②公共施設の緑化を積極的に推進するとともに、緑化に当たっては、風土に合った樹

種の植栽や生態系ネットワーク＊P85 が図られるなど、生物の生息・生育に適した環

境となるよう配慮します。      ＜◆市民、事業者、各種団体、行政機関＞ 

 

  

夏井海岸のプラスチックごみ 
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4-2-3 「生物多様性情報を蓄積・共有し、生態系が守られています。」を実現するため

の行動 

（1）生物多様性情報の収集・蓄積・共有   

生物多様性の保全と持続可能な利用のためには、現状を的確に把握・整理し、生態系

を守っていくことが大切です。 

そのため、調査研究等により、生物多様性についての科学的かつ客観的なデータを収

集するとともに多様な主体が持っている情報の共有化を行い、具体的な対策に活かすた

めの仕組み作りが必要です。 

 

＜主な取組＞ 

①生物多様性の保全及び持続可能な利用を推進するため、「志布志市生物多様性センタ

ー」（仮称）を設置し、市内の生物多様性に関する情報の収集・蓄積を図るとともに

学習の拠点とします。【再掲】     ＜市民、事業者、各種団体、◆行政機関＞ 

②市民が主体となった野生動植物のモニタリングを行い、この情報を蓄積し今後の生

物多様性の保全と持続可能な利用につなげていきます。 

 ＜◆市民、各種団体、行政機関＞ 

 

指標 3「市民が主体となった野生動植物モニタリング数」 

  

 

 

 

  

5 種 

（令和 12 年度末） 

０ 

（令和 2 年度末） 

魚市（志布志港） 
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②有害鳥獣対策のため、狩猟免許取得への助成、小型箱わなの貸し出しなどを実施し

ます。                   ＜市民、各種団体、◆行政機関＞ 

③農地に放置される収穫残渣の再資源化を検討します。  ＜事業者、◆行政機関＞ 

④多様な野生生物が将来にわたって存続するように、その生息・生育地の適正な保護

と管理を進めることの重要性を市民に周知します。    ＜市民、◆行政機関＞ 

⑤野鳥の高病原性鳥インフルエンザについては、「野鳥における高病原性鳥インフルエ

ンザにかかる対応技術マニュアル（平成 30 年環境省）」等を踏まえ、国県等の関係

機関と連携します。                 ＜◆事業者、行政機関＞ 

⑥鳥獣への安易な餌付けは、人の与える食物への依存や人馴れが進むこと等による人

身被害及び農作物被害、個体間の接触が進むことによる感染症の拡大を招くことか

ら、鳥獣への安易な餌付けはしません。              ＜◆市民＞ 

 

イ 希少野生生物の保護 

①希少野生動植物の捕獲、採取、売買等を行わないようなモラルの向上や生物多様性

の重要性、本市の自然環境の現況や成り立ち等について普及啓発を図るとともに、

家庭、学校、社会教育の場等で積極的に環境教育を推進します。 

＜市民、各種団体、◆行政機関＞ 

②希少野生動植物保護のため、生息地等の状況を把握し、鹿児島県希少野生動植物保

護推進員と連携しながら必要に応じて現地監視等を行うことにします。 

＜市民、各種団体、◆行政機関＞ 

③希少野生動植物保護活動に対する支援をします。＜市民、各種団体、◆行政機関＞ 

④野生動植物のモニタリングを行い、この情報を蓄積し、今後の生物多様性の保全と

持続可能な利用につなげていきます。       ＜◆市民、各種団体、行政機

関＞ 

⑤天然記念物に指定されている希少種については、自然保護推進員、希少野生動植物

保護推進員、文化財保護指導委員等の協力を得ながら、その保護に努めます。 

＜市民、各種団体、◆行政機関＞ 

 

ウ 動物の愛護と適正な管理 

①動物によるトラブルを未然に防ぐため、飼い主のモラル向上について啓発します。 

＜市民、各種団体、◆行政機関＞ 

②ペットの飼養は人と生きものとの重要な共生のあり方のひとつであって、市民に心

豊かな生活をもたらすとともに、高齢者の健康寿命の延伸にもつながります。鹿児

島県動物愛護管理計画に基づき、県と連携しながら動物愛護思想の高揚に努めます。 

＜市民、事業者、各種団体、◆行政機関＞ 

③不妊・去勢措置の推進、安易な飼養の抑制、終生飼養の徹底等について、飼養者に

対し啓発します。          ＜市民、事業者、各種団体、◆行政機関＞ 
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4-2-4 「生物多様性を支え生物多様性に支えられた環境文化を継承しています。」の実 

現のための行動 

（１）人と自然との関わり（環境文化）の伝承と記録 

  現在の生物多様性と地域の文化は、長い年月をかけ、人と自然との関わりによって成

立してきました。地域によってはその生態系を守るためにあえて人の手を入れない場所

もあります。そのような場所を記録し、後世に伝承していくことが重要です。 

また、市内には、お寺や神社を母体としたお祭りがいくつかありますが、そのほとん

どは自然（生物多様性）の恵みに感謝し、五穀豊穣を祈るものです。私たちはこのよう

な文化を大切にして、そして次の世代に継承していかなければなりません。 

 

＜主な取組＞ 

①自然と共生する暮らし方について、高齢の農林漁業者や地域に長く暮らす高齢者等

に話を聞き記録する「聞き書き」運動を推進します。この運動が市内の様々な場に

広がり今後の取組に反映されたり、またこの結果が蓄積され、保存され，そして活

用されるよう検討します。               ＜市民、◆行政機関＞ 

               

指標 4「『聞き書き』に取り組む団体数」 

  

 

 

 

 

 

  

3 団体 

（令和 12 年度末） 

０ 

（令和２年度末） 

田之浦山宮神社 ダゴ祭り 
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②地域の郷土芸能や伝統行事への参加を推進するとともに、その継承を図ります。 

＜◆市民、各種団体、行政機関＞ 

③食文化の伝承を図ります。           ＜◆市民、各種団体、行政機関＞ 

 

 

市内の郷土芸能・伝統行事 

（県・市指定に限ります。「志布志市ホームページより」） 

 

  

郷土芸能・伝統行事 内  容 

志布志町田之浦山宮

神社のダゴ祭り 

２月の第１日曜日に行われる、鹿児島県で最も早い春祭りです。 

紅白の餅（ダゴ）を花のように飾って奉納します。 

祭式後に配られるダゴを食べると、一年を無病息災に過ごせるとい

われています。 

（平成３年３月 22 日県指定）田之浦山宮神社 

山宮神社春祭に伴う

芸能（カギヒキ，正

月踊） 

山宮神社の春祭りは、その年の豊作を祈願する祈年祭で、極めて古

い起源を持っています。 

２月の第２土曜日に安楽山宮神社で、翌日曜日には安良神社で行わ

れます。 

（昭和 37 年 10 月 24 日県指定） 
蓬原熊野神社の神舞 延宝７年（1679 年）に記された「神舞書」が現存しています。 

神舞は古くから国家の大事や災害などに際して奉納されていまし

た。戦後途絶えましたが、昭和 46 年に復活し、現在は毎年秋の例

祭日に奉納しています。 

（昭和 54 年３月 14 日県指定） 

白鳥神社神舞 文久２年（1862 年）にコレラが大流行したため、殿様の武運長久

と伊﨑田村中の老若男女、牛馬にいたるまでの病根退治を祈願し、

舞われるようになった神舞です。 

現在は、秋の例祭と元旦祭で奉納されています。 

（平成 15 年３月 18 日市指定） 

松山神社神舞 松山神社神舞は、安楽山宮神社、蓬原熊野神社の神舞に共通するも

のが多く、出雲流神舞の系統を引く岩戸系神楽の一つです。 

元和８年（1622 年）に作製された翁面など、10 面の神舞の面が

保存されています。 

（昭和 62 年４月 20 日市指定） 
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（２）生物多様性に配慮した観光の振興 

  豊かな自然環境や生物自然は、観光の重要な資源の一つです。観光の振興に当たって

は、自然環境等の保全に配慮していく必要があります。 

 

＜主な取組＞ 

①美しい景観や多様な生態系を生かした魅力ある観光地づくりに努めます。 

＜◆事業者、行政機関＞ 

②生物多様性の保全と持続可能な利用をキーワードとした自然と触れ合いながら自然

を学ぶエコツーリズム＊P84、農業体験を行うグリーンツーリズム＊P84、そして漁業体

験を行うブルーツーリズム＊P86 など、豊かな自然を生かした体験型観光を推進しま

す。                ＜市民、◆事業者、各種団体、行政機関＞ 

 

指標５「エコツーリズム＊P84 実施事業者数」 

 

 

 

 

 

  

０ 

（令和２年度末） 

1 団体 

（令和 12 年度末） 

本港からさんふらわあを望む 
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（３）生物多様性に配慮した公共事業の推進 

  これまで、さまざまな目的で実施してきた公共事業が、結果的に多くの野生生物の生

息・生育環境を損なうなど、生物多様性に影響を与えてきたことは否定できません。志

布志市の生物多様性の保全及び持続可能な利用を図っていくためには、野生生物の生

息・生育環境に配慮した公共工事を推進していくなど、公共事業による生物多様性への

影響を最小限に抑える必要があります。 

また、伐採時の林道及び作業道の設置については、土砂災害の原因とならないよう十

分な注意と管理を行う必要があります。自然災害等が発生した場合は早期復旧を目指す

ため防災的な観点からの対策を優先することになりますが、生物多様性の保全に可能な

配慮を行うよう努めることが大切です。 

 

＜主な取組＞ 

①道路整備においては、自然環境をできるだけ残すような路線の選定や野生生物の生

息・生育環境の分断を避ける工法に努めるなど、地域の健全な生態系の保全に配慮

します。                       ＜◆事業者、行政機関＞ 

②各種事業の実施に際しては、事前に十分な調査・検討を行い、野生生物の生態に配

慮し、ビオトープ＊P85（野生生物が生息できる環境）の復元など、野生生物の生息・

生育環境の確保を促進します。             ＜◆事業者、行政機関＞ 

③今後の地球温暖化に伴う気候変動に適応できるよう、また生物多様性の保全の観点

から、必要な施策のあり方を検討します。【再掲】        ＜◆行政機関＞ 

  

自然の玉石を利用した魚道（安楽川、田之浦） 
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（4）地球温暖化対策の推進 

  地球規模の温暖化の影響は、豪雨、猛暑日の増加などの異常気象を伴い気候変動を起

こし、様々な形で私たちの暮らしに影響を与えていると同時に生物多様性の保全にも大

きな影響を与えています。 

森林の機能には、この地球温暖化の要因になっている二酸化炭素を吸収する機能があ

り、地球温暖化が生物多様性の保全に影響を及ぼしている中、森林を整備することは大

切です。 

 

＜主な取組＞ 

①間伐等の森林の整備を推進します。          ＜◆事業者、行政機関＞ 

②木質バイオマスの有効利用を推進します。       ＜◆事業者、行政機関＞ 

③今後の地球温暖化に伴う気候変動に適応できるよう、また生物多様性の保全の観点

から、必要な施策のあり方を検討します。【再掲】        ＜◆行政機関＞ 

④緑のカーテンを設置します。                    ＜◆市民＞ 

 

  

岳野山（山頂には十二支の像があります） 
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（5）消費行動の改善に向けた取組の推進 

国は、平成 30 年 6 月に「第 4 次循環型社会形成基本計画」を策定し、地域循環共生

圏形成による地域活性化やライフサイクル全体での徹底的な資源循環を掲げています。 

本地域戦略の基本目標である「生物多様性の主流化を図り、新たな『自然と共生する

社会』の実現」を図るためには、生物多様性に基盤を置いた地域経済を発展させていく

ことが必要であることから、市民の生物多様性に配慮した産品の消費に対する機運醸成

を図り、具体的な消費行動を起こすことが重要です。 

 

＜主な取組＞ 

①消費者に対し、日常生活の中で消費している食料や繊維、木材などの物資が、生物

多様性とどのような関わりを持っているかについての情報を提供し、その結果、よ

り環境負荷が少なく、生物多様性の維持・向上に資する産品の選択が促されること

で、より生物多様性に配慮した産品の生産活動が促進されるよう関係機関・団体等

と連携し、消費者の意識改革に向けた普及啓発に努めます。 

＜◆事業者、行政機関＞ 

②地産地消に努め、地域の伝統野菜や伝統食の消費に努めます。    ＜◆市民＞ 

③自然にやさしい方法で生産された商品を選択して購入します。    ＜◆市民＞ 

 

  

志布志港 冬の朝 
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（6）「事業活動」と「生物多様性の保全と持続可能な利用」の互恵の関係構築 

これまで、事業活動と生物多様性の保全はどちらかというと相反することでした。 

しかし、これからは生物多様性の保全と持続可能な利用のために、どのような生産工

程を取っているかなど、その取組が問われる社会になっていきます。 

事業者としては、生物多様性への配慮を明示することによる、ブランドイメージの向

上、消費者へのアピールや同業他社との差別化などのチャンスが生まれてきます。 

 

＜主な取組＞ 

①生物多様性に配慮した事業活動を推進し、「事業活動」と「生物多様性の保全と持続

可能な利用」について、互恵の関係を構築すべく検討します。 

＜◆事業者、行政機関＞ 
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4-3 戦略の推進体制 

4-3-1 戦略の進行管理 

  この戦略の各種施策の進行管理は「PDCA」サイクルを基本とします。 

Ｐ（計画・戦略）、Ｄ（実施・実行）、Ｃ（点検・評価）、Ａ（見直し・改善）のサイク

ルを行い、進行管理していきます。 

また、「志布志市生物多様性地域戦略推進会議」を設置し、進捗状況を確認します。 

 

4-3-2 進捗状況の把握と評価 

次の項目ごとにその進捗状況を点検と評価を行い、その結果を公表します。 

 

4-2-1 「市民誰もが生物多

様性の重要性を理解し行動し

ています。」を実現するための

行動 

 

指標１「生物多様性の認知度」 

 

小中学生 6％       小中学生 

市民  20％       市民    各 80％ 

事業者 28％       事業者 

（平成 30 年度）     （令和 12 年度末） 

4-2-2 「重要地域を保全し、

自然のつながりを取り戻して

います。」を実現するための行

動 

 

指標 2「汚水処理人口普及率」 

 

73.48％          96.0% 

（令和元年度末）      （令和 12 年度末） 

4-2-3 「生物多様性情報を

蓄積・共有し、生態系を守りま

す。」を実現するための行動 

 

 

指標３「市民が主体となった野生動植物モニタリング数」 

 

０             5 種 

（令和２年度末）     （令和 12 年度末） 

4-2-4 「生物多様性を支え

生物多様性に支えられた環境

文化を継承しています。」の実

現のための行動 

 

指標 4「『聞き書き』に取り組む団体数」 

 

０             3 団体 

（令和２年度末）     （令和 12 年度末） 

4-2-5 「生物多様性の向上

につながる産業活動やライフ

スタイルに転換しています。」

を実現するための行動 

 

指標５「エコツーリズム実施事業者数」 

 

    ０              1 団体 

（令和２年度末）     （令和 12 年度末） 
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＜参考資料＞ 



84  

●用語解説 

栄養塩 

 炭素、水素、酸素以外の、無機塩類として存在する植物の生命を維持する栄養分として

必要な、リン、窒素、カリウム、ケイ素などの主要元素とマンガン等の微量元素のことで

す。 

 

エコツーリズム 

 地域ぐるみで自然環境や歴史文化など、地域固有の魅力を観光客に伝えることにより、

その価値や大切さが理解され、保全につながっていくことを目指していく仕組みのことで

す。 

 

外来生物（外来種） 

もともとその地域にいなかったのに、人間の活動によって意図的・非意図的に持ち込ま

れた生きもののことを言います。外来生物の多くが放されたり逃げ出したりすることによ

って、在来の自然環境や野生生物に深刻な悪影響を及ぼしています。 

 

グリーンツーズム 

 農山漁村に滞在し農漁業体験を楽しみ、地域の人々との交流を図る余暇活動のことです。 

 

光合成 

 植物が光によって水を分解して酸素を発生し、二酸化炭素を有機物に固定する反応のこ

とです。 

 

里地里山 

原生的な自然と都市との中間に位置し、集落とそれを取り巻く二次林、それらと混在す

る農地、ため池、草原などで構成される地域のことです。農林業などに伴うさまざま人間

の働きかけを通じて環境が形成・維持されてきました。 

 

在来生物（在来種） 

 もともとその地域に生息していた生物のことです。 

 

生物多様性 

いろいろな生き物がいて、それらがつながり合って生活していることです。生物多様性

基本法では、「様々な生態系が存在すること並びに生物の種間及び種内に様々な存在するこ
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ブルーツーリズム 

島や沿岸部の漁村などに滞在し、現地の体験を通じて心身をリフレッシュする余暇のす

ごし方のことです。 

 

有機農業 

化学的に合成された肥料及び農薬を使用しないこと並びに遺伝子組換え技術を利用しな

いことを基本として、農業生産に由来する環境への負荷をできる限り低減した農業生産の

方法を用いて行われる農業のことです。 

 

有機 JAS 制度 

日本農林規格等に関する法律（ＪＡＳ法）に基づき、「有 

機ＪＡＳ」に適合した生産が行われていることを第三者機関が 

検査し、認証された事業者に「有機ＪＡＳマーク」の使用を認 

める制度のことです。 

 

GAP 

農業において、食品安全、環境保全、労働安全等の持続可能性を確保するための生産工

程管理の取組のことです。これを多くの農業者や産地が取り入れることにより、結果とし

て持続可能性の確保、競争力の強化、品質の向上、農業経営の改善や効率化に資するとと

もに、消費者や実需者の信頼の確保が期待されます。 

 

IPM（総合的病害虫管理・雑草管理） 

Integrated Pest Management の略称です。利用可能な全ての防除技術（耕種的防除、

物理的防除、生物的防除、化学的防除）の経済性を考慮しつつ、総合的に講じることで、

病害虫・雑草の発生を抑える技術のことです。IPM を通じて、人に対する健康リスクと環

境への負荷を軽減するとともに、生態系が有する本来の病害虫・雑草への抑制機能を引き

出すことが可能になります。 

 

SDGｓ（持続可能な開発目標） 

 国連の持続可能な開発のための国際目標のことです。 

17 のグローバル目標と 169 のターゲットがあります。 

2015 年 9 月の国連総会で採択さました。



87  

 しい地球を子どもたちに 

 

志布志市生物多様性地域戦略の概要 

 
生物多様性の主流化を図り、新たな「自然と共生する社会」の実現を目指して 

～「共生」と「循環」そして「継承」～ 

 

第 1章 生物多様性とは何か 

いろいろな生き物がいて、それらがつながり合って生活していることを「生物多様性」

と言います。なぜ、生物多様性を守らないといけないか。それは、生物の多様性が失われ

ると、４つの生態系サービスが損なわれ、自然の恵み.を得続けることが困難になるからで

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 2 章 志布志市を見つめる 

 

 

 

 

 

 

 

第 3 章 地域戦略を考える  令和 3年度から令和 12年度までの 10年間の計画です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

生態系サービス(自然の恵み) 

①基盤サービス 

②調整サービス 

③供給サービス 

④文化的サービス 

生物多様性の危機 

第１の危機 開発や乱獲による種の減少・絶滅、生息・生育地の減少 

第２の危機 里地里山などの手入れ不足による自然の質の低下 

第３の危機 外来種や化学物質などの持ち込みによる生態系のかく乱 

第４の危機 地球環境の変化による危機 

課題 1 生物多様性の言葉が浸透していません 

課題 2 開発による種の減少、生息・生育地の減少があります 

課題 3 広葉樹林の減少、里地里山などの手入れ不足があります 

課題4 特定外来生物の侵入が見られます 

課題 5 気候変動への適応が必要です 

生物多様性の主流化を図り新たな「自然と共生する社会」の実現を目指します 

＜10年後の姿 ～5つの将来像～ ＞ 

①市民誰もが、生物多様性の重要性を理解し、行動しています 

②重要地域を保全し、自然のつながりを取り戻しています 

③生物多様性の情報を蓄積・共有し、生態系が守られています 

④生物多様性を支え、生物多様性に支えられた環境文化を継承しています 

⑤生物多様性の向上につながる産業活動やライフスタイルに転換しています 
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第 4 章 地域戦略を進める 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5 つの将来像を実現するため、各主体（市民、事業者、各種団体、行政機関）の連携と協

働の下、志布志市生物多様性地域戦略を推進するため、「志布志市生物多様性センター」（仮

称）を設置し、次の 5 つの指標の進捗に努めます。 

 

指標名 指標 

指標１「生物多様性の認知度」 80％ 

指標 2「汚水処理人口普及率」 96.0% 

指標３「市民が主体となった野生動植物モニタリング数」 5 種 

指標 4「『聞き書き』に取り組む団体数」 3 団体 

指標５「エコツーリズム実施事業者数」 1 団体 

 

生物多様性の保全は SDGs（持続可能な開発目標）の根幹 
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志布志市環境基本条例 

平成 19 年志布志市条例第 20 号 

  （目的） 

第 1 条 この条例は、本市の環境をより良くし、将来の世代にその環境を引き継ぐため、

環境の保全及び創造について、基本理念を定め、並びに市、市民及び事業者の責務を明

らかにするとともに、環境の保全及び創造に関する施策の基本となる事項を定めること

により、環境の保全及び創造に関する施策を総合的かつ計画的に推進し、もって現在及

び将来の市民の健康で文化的な生活を営むうえで必要とする快適な環境の確保に寄与す

ることを目的とする。 

 

（定義） 

第 2 条 この条例において、次の各号に掲げる用語の意義は、それぞれ当該各号に定める

ところによる。 

(1) 環境の保全及び創造 環境の保護及び整備を図ることによって、清浄な水及び大気、

静けさ並びに良好な自然環境を確保することにより、人をはじめとする生物にとって

良好な状態に維持し、又は形成することをいう。 

(2) 環境への負荷 人の活動により環境に加えられる影響であって、環境の保全上の支

障の原因となるおそれのあるものをいう。 

(3) 公害 事業活動その他の人の活動に伴って生ずる水質の汚濁（水質以外の水の状態

又は水底の底質が悪化することを含む。）、大気の汚染、土壌の汚染、騒音、振動、地

盤の沈下（鉱物の採掘のための土地の掘削によるものを除く。）及び悪臭によって、

人の健康又は生活環境（人の生活に密接な関係のある財産並びに人の生活に密接な関

係のある動植物及びその生育環境を含む。以下同じ。）に係る被害が生ずることをい

う。 

 

（基本理念） 

第 3 条 環境の保全及び創造は、現在の環境が先人から受け継いだものであり、将来の世

代に引き継いでいかなければならないことを認識して、市民の健康で文化的な生活の基

盤となる健全で恵み豊かな環境を確保するとともに、将来にわたって維持されるように

適切に行われなければならない。 

2 環境の保全及び創造は、環境が有限であること及び人間が生態系の一部として存在し

自然から多くの恵みを受けていることを認識して、環境への負荷ができる限り低減され、

人と自然とが共生できる循環及び共生を基調にした環境にやさしい持続可能な社会を構

築することができるように行われなければならない。 

3 地球環境保全は、人類共通の課題であり、身近な環境が地球全体の環境と深くかかわ
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っていることから、市、市民及び事業者が自らの問題であることを認識して、日常生活

及び事業活動において、自主的かつ積極的に行われなければならない。 

4 環境の保全及び創造は、環境問題を市、市民及び事業者が自らの問題として認識して、

すべての者が役割を分担し、相互に協力し、かつ、連携して行われなければならない。 

 

（市の責務） 

第 4 条 市は、前条に規定する環境の保全及び創造についての基本理念（以下「基本理念」

という。）にのっとり、市の自然的社会的条件に応じた環境の保全及び創造に関する基本

的かつ総合的な施策を策定し、及び実施しなければならない。 

2 市は、社会経済活動における市の果たす役割の大きいことを踏まえ、自らが率先して、

その事務及び事業に伴う環境への負荷の低減等環境の保全及び創造に努めなければなら

ない。 

3 市は、市の機関相互の施策の調整を図り、環境の保全及び創造に関する施策を推進す

るための体制を整備するものとする。 

4 市は、市民、事業者及び民間団体と協力して環境の保全及び創造に関する施策を推進

するための体制を整備するものとする。 

5 市は、環境の保全及び創造に関する施策を推進するため、必要な財政上の措置を講ず

るよう努めるものとする。 

 

（市民の責務） 

第 5 条 市民は、基本理念にのっとり、日常生活における環境への負荷を認識し、資源の

循環的な利用、エネルギーの有効利用、環境に配慮した製品等の選択、緑化の推進等環

境の保全及び創造に努めなければならない。 

2 市民は、市が実施する環境の保全及び創造に関する施策に協力するとともに、地域の

環境の保全及び創造に関する活動への参加に努めなければならない。 

 

（事業者の責務） 

第 6 条 事業者は、基本理念にのっとり、事業活動を行うに当たっては、自らの活動によ

る環境への負荷を認識し、これに伴って生じる環境汚染物質等の排出抑制、資源の循環

的な利用、エネルギーの有効利用、緑化の推進等環境の保全及び創造に努めなければな

らない。 

2 事業者は、市が実施する環境の保全及び創造に関する施策に協力するとともに、地域

の構成員として、地域の環境の保全及び創造に関する活動への参加に努めなければなら

ない。 
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（施策の基本方針） 

第 7条 市は、基本理念にのっとり、環境の保全及び創造に関する施策を策定し、及び実

施するに当たっては、次に掲げる基本方針に基づき、各種の施策相互の連携を図りつつ

総合的かつ計画的に行うものとする。 

(1) 水、大気、土壌等環境の自然的構成要素を良好な状態に保持し、人の健康の保護及

び生活環境の保全を図ること。 

(2) 環境への負荷の少ない循環型社会を構築することにより、地球環境保全に資する社

会を実現するため、環境にやさしい新エネルギーの導入、省エネルギーの推進等エネ

ルギーの有効利用を図り、廃棄物の適正な処理及び排出抑制並びに資源の循環的な利

用を促進することにより、環境への負荷ができる限り低減される社会を構築すること。 

(3) 生物の多様性の確保及び森林、河川、海、農地等における多様な自然環境の保全並

びに人と自然との豊かなふれあいの確保を図り、人と自然との共生に取り組むこと。 

(4) 緑化、不法投棄防止等の推進、良好な景観の形成、歴史的文化的資源の保全及び活

用等により、清潔で しく潤いと安らぎのある快適な環境の保全を図ること。 

(5) 地球温暖化の防止、オゾン層の保護その他の地球環境の保全を図ること。 

(6) 市、市民及び事業者が相互に協力し、かつ、連携し、自主的かつ積極的に環境の保

全及び創造に取り組むことのできる社会の仕組みを構築すること。 

 

（環境基本計画の策定） 

第 8条 市は、環境の保全及び創造に関する施策の総合的かつ計画的な推進を図るため、

環境の保全及び創造に関する基本的な計画（以下「環境基本計画」という。）を定めるも

のとする。 

2 環境基本計画は、環境の保全及び創造に関する目標、施策の方向その他必要な事項に

ついて定めるものとする。 

3 市長は、環境基本計画を定めるに当たっては、あらかじめ志布志市環境審議会の意見

を聴くものとする。 

4 市長は、環境基本計画を定めたときは、速やかにこれを公表するものとする。 

5 前 2項の規定は、環境基本計画の変更について準用する。 

 

（環境基本計画との整合） 

第 9条 市は、環境に影響を及ぼすおそれのある施策を策定し、及び実施するに当たって

は、環境基本計画との整合を図り、環境の保全及び創造について配慮するものとする。 

 

（環境学習の推進等） 

第 10条 市は、市民、事業者及びこれらの者の組織する民間の団体（以下「市民等」と
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いう。）が環境の保全及び創造についての関心及び理解を深めるとともに、市民等の環境

の保全及び創造に関する活動の意欲が増進されるようにするため、環境学習及び環境教

育の推進並びに広報活動の充実を図るものとする。 

2 前項の場合において、市は、特に児童及び生徒の環境学習及び環境教育の推進を図る

とともに、必要な措置を講ずるよう努めるものとする。 

 

（自発的活動の促進） 

第 11 条 市は、市民等が自発的に行う緑化活動、再生資源に係る回収活動その他の環境

の保全及び創造に関する活動が促進されるように、必要な措置を講ずるものとする。 

 

（環境情報の提供等） 

第 12 条 市は、環境学習及び環境教育の推進並びに市民等が自発的に行う環境の保全及

び創造に関する活動の促進に資するため、市民等と協働して、環境の保全及び創造に関

する必要な情報を収集するとともに、個人情報に配慮しつつ、環境の状況その他の環境

の保全及び創造に関する必要な情報を適切に提供し、市民等との情報の共有化を図るも

のとする。 

 

（環境管理の促進） 

第 13 条 市は、事業者が事業活動を行うに当たり、環境の保全及び創造に関する目標等

を定めた行動計画を作成し、実行し、見直す等の一連の取組を自主的に実施することを

促進するものとする。 

2 市は、環境に影響を及ぼすおそれのある事業を行おうとする事業者が、その事業に係

る環境の保全及び創造について事前に配慮することを促進するものとする。 

 

（規制の措置） 

第 14 条 市は、騒音、振動、悪臭その他の公害の防止及び自然環境の適正な保全その他

の環境の保全及び創造を図るため必要があると認めるときは、規制の措置を講ずるもの

とする。 

 

（調査の実施等） 

第 15 条 市は、環境の状況を把握し、並びに環境の保全及び創造に関する施策を適正に

策定し、及び実施するため、必要な調査を行うとともに、必要な監視、測定等の体制を

整備するものとする。 

 

（広域的連携） 
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第 16 条 市は、環境の保全及び創造に関する広域的な取組を必要とする施策については、

国及び他の地方公共団体等と協力し、かつ、連携して推進するものとする。 

 

（環境にやさしい新エネルギーの導入促進等） 

第 17 条 市は、環境への負荷の低減を図るために、市民及び事業者による環境にやさし

い新エネルギーの導入、省エネルギーの推進等エネルギーの有効利用、廃棄物の排出抑

制及び資源の循環的な利用が促進されるよう必要な措置を講ずるとともに、廃棄物の適

正な処理を推進するものとする。 

2 市は、環境への負荷の低減を図るために、市の施設の建設及び維持管理その他の事業

の実施に当たって、環境にやさしい新エネルギーの導入、省エネルギーの推進等エネル

ギーの有効利用、廃棄物の排出抑制及び資源の循環的な利用に努めるものとする。 

 

（志布志市環境審議会） 

第 18 条 環境基本法（平成 5 年法律第 91 号）第 44 条の規定に基づき、市長の諮問に

応じ、環境の保全及び創造に関する基本的事項について調査審議等を行うため、志布志

市環境審議会（以下「審議会」という。）を置く。 

 

（組織） 

第 19 条 審議会は、委員 15 人以内で組織する。 

2 委員は、次に掲げる者のうちから市長が委嘱する。 

(1) 学識経験者 

(2) 公募により選任された者 

(3) 関係行政機関の職員 

(4) 関係団体の代表者等 

(5) その他市長が適当と認める者 

3 審議会に、専門の事項を調査させるため必要があるときは、専門委員を置くことがで

きる。 

 

（任期） 

第 20 条 委員の任期は、2 年とする。ただし、補欠の委員の任期は、前任者の残任期間

とする。 

2 委員は、再任されることができる。 

3 委員は、委嘱の要件を欠くに至ったときは、解嘱されるものとする。 

4 専門委員は、当該専門の事項に関する調査が終了したときは、解嘱されるものとする。 
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（会長及び副会長） 

第 21 条 審議会に会長及び副会長を置き、委員の互選によりこれを定める。 

2 会長は、会務を総理し、審議会を代表する。 

3 副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるとき、又は会長が欠けたときは、その職

務を代理する。 

 

（会議） 

第 22 条 審議会の会議（以下「会議」という。）は、会長が招集する。 

2 会議は、委員の過半数が出席しなければ、開くことができない。 

3 会長は、会議の議長となり、議事を整理する。 

4 会議の議事は、出席した委員の過半数で決し、可否同数のときは、議長の決するとこ

ろによる。 

5 会長は、必要があると認めるときは、委員以外の者に会議への出席を求め、その意見

を聴くことができる。 

 

（部会） 

第 23 条 審議会は、その定めるところにより、部会を置くことができる。 

2 部会に属すべき委員及び専門委員は、会長が指名する。 

3 部会に部会長を置き、会長の指名する委員がこれに当たる。 

4 部会長は、会務を総理し、部会を代表する。 

5 部会長に事故があるとき、又は部会長が欠けたときは、あらかじめ部会長が指名する

委員が、その職務を代理する。 

6 前条の規定は、部会の会議について準用する。 

 

（庶務） 

第 24 条 審議会の庶務は、市民環境課において処理する。 

 

（委任） 

第 25 条 この条例に定めるもののほか、この条例の施行に関し必要な事項は、市長が定

める。 

 

附 則 

（施行期日） 

1 この条例は、公布の日から施行する。 

（志布志市環境審議会条例の廃止） 
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2 志布志市環境審議会条例（平成 18 年志布志市条例第 234 号）は、廃止する。 

（経過措置） 

3 前項の規定による廃止前の志布志市環境審議会条例（以下「旧審議会条例」という。）

第 1 条の規定により置かれた志布志市環境審議会は、第 18 条の規定により置かれた審

議会となり、同一性をもって存続するものとする。 

4 この条例の施行の際現に旧審議会条例第 2 条第 2 項の規定により委嘱された志布志市

環境審議会の委員である者は、この条例の施行の日に、第 19 条第 2 項の規定により、

審議会の委員として委嘱されたものとみなす。この場合において、その委嘱されたもの

とみなされる者の任期は、第 20 条第 1 項の規定にかかわらず、同日における旧審議会

条例第 2 条第 2 項の規定により委嘱された志布志市環境審議会の委員としての任期の残

任期間と同一の期間とする。 

5 この条例の施行の際現に旧審議会条例第 4 条第 1 項の規定により定められた志布志市

環境審議会の会長である者又は副会長である者は、それぞれ、この条例の施行の日に、

第 21 条第 1 項の規定により審議会の会長又は副会長として定められたものとみなす。 

6 この条例の施行後最初に委嘱される第 19 条第 2 項第 4 号の委員の任期は、第 20 条

第 1 項の規定にかかわらず、平成 20 年 3 月 31 日までとする。 

附 則（平成 20 年 2 月 21 日条例第 1 号抄） 

（施行期日） 

1 この条例は、平成 20 年 4 月 1 日から施行する。 
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志布志市生物多様性地域戦略検討委員会設置要綱 

 

平成 29 年志布志市告示第 84 号 

 

(設置) 

第 1 条 生物多様性基本法(平成 20 年法律第 58 号)第 13 条の規定に基づき、本市の区

域内における生物の多様性の保全及び持続可能な利用に関する基本的な計画(以下「生物

多様性地域戦略」という。)の策定及び変更並びに推進に関する検討を行うため、志布志

市生物多様性地域戦略検討委員会(以下「委員会」という。)を置く。 

 

(所掌事務) 

第 2 条 委員会は、次に掲げる事務を行う。 

(1) 地域の実情を踏まえた生物多様性地域戦略の策定及び変更並びに推進上の課題に 

ついて検討すること。 

(2) 生物多様性地域戦略の内容について検討すること。 

(3) その他生物多様性地域戦略の策定及び変更並びに推進に関し必要な事項 

 

(組織) 

第 3 条 委員会は、委員 10 人以内で組織する。 

2 委員は、次に掲げる者のうちから市長が委嘱する。 

(1) 学識経験のある者 

(2) その他市長が適当と認める者 

 

(任期) 

第 4 条 委員の任期は、2 年とする。ただし、補欠の委員の任期は、前任者の残任期間と

する。 

2 委員は、再任されることができる。 

 

(委員長及び副委員長) 

第 5 条 委員会に委員長及び副委員長を置き、委員の互選によりこれを定める。 

2 委員長は、会務を総理し、委員会を代表する。 

3 副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故があるとき、又は委員長が欠けたときは、 

その職務を代理する。 

 

(会議) 
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第 6 条 委員会の会議(以下「会議」という。)は、委員長が招集する。 

2 会議は、委員の過半数が出席しなければ、開くことができない。 

3 委員長は、会議の議長となり、議事を整理する。 

4 会議の議事は、出席した委員の過半数で決し、可否同数のときは、議長の決するとこ 

ろによる。 

5 委員長は、必要があると認めるときは、委員以外の者に会議への出席を求め、その意 

見を聴くことができる。 

 

(庶務) 

第 7 条 委員会の庶務は、市民環境課において処理する。 

 

(その他) 

第 8 条 この要綱に定めるもののほか、委員会の運営に関し必要な事項は、別に定める。 

 

附 則 

(施行期日) 

1 この告示は、平成 29 年 8 月 30 日から施行する。 

 

(任期の特例) 

2 この告示の施行後最初に委嘱される委員の任期は、第 4 条第 1 項の規定にかかわらず、 

平成 31 年 3 月 31 日までとする。 
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志布志市生物多様性地域戦略検討会等規程 

 

平成 30 年志布志市訓令第 8 号 

 

(設置) 

第 1 条 生物多様性基本法(平成 20 年法律第 58 号)第 13 条の規定に基づき、本市の区

域内における生物の多様性の保全及び持続可能な利用に関する基本的な計画(以下「生物

多様性地域戦略」という。)の策定及び変更並びに推進に関し、関連する部門間の連携を

図り、総合的に検討するため、志布志市生物多様性地域戦略検討会(以下「検討会」とい

う。)及び志布志市生物多様性地域戦略ワーキング・グループ(以下「グループ」という。)

を置く。 

 

(検討会の所掌事務) 

第 2 条 検討会は、次に掲げる事務を行う。 

(1) 生物多様性地域戦略の策定及び変更並びに推進について調査し、及び検討すること。 

(2) その他生物多様性地域戦略に関し必要な事項 

 

(検討会の組織) 

第 3 条 検討会は、会長、副会長及び委員で組織する。 

2 会長は市民環境課長をもって充て、副会長は委員の互選によりこれを定める。 

3 委員は、別表第 1 に掲げる職員をもって充てる。 

 

(会長及び副会長) 

 

第 4 条 会長は、会務を総理し、検討会を代表する。 

2 副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるとき、又は会長が欠けたときは、その職 

務を代理する。 

 

(会議) 

第 5 条 検討会の会議(以下「会議」という。)は、会長が招集する。 

2 会議は、委員の過半数が出席しなければ、開くことができない。 

3 会長は、会議の議長となり、議事を整理する。 

4 会議の議事は、出席した委員の過半数で決し、可否同数のときは、議長の決するとこ 

ろによる。 

5 会長は、必要があると認めるときは、委員以外の者に会議への出席を求め、その意見 
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を聴くことができる。 

 

(グループの所掌事務) 

第 6 条 グループは、次に掲げる事務を行う。 

(1) 生物多様性地域戦略に関する資料を収集すること。 

(2) その他生物多様性地域戦略に関する作業を行うこと。 

 

(グループの組織) 

第 7 条 グループは、グループリーダー、グループサブリーダー及びグループ員で組織す 

る。 

2 グループリーダーは市民環境課環境政策室長をもって充て、グループサブリーダーは 

グループ員の互選によりこれを定める。 

3 グループ員は、別表第 2 に掲げる課の職員のうちから市長が任命する。 

 

(準用) 

第 8 条 第 4 条の規定は、グループリーダー及びグループサブリーダーについて準用する。 

2 第 5 条の規定は、グループの会議について準用する。 

 

(庶務) 

第 9 条 検討会及びグループの庶務は、市民環境課において処理する。 

 

(その他) 

第 10 条 この規程に定めるもののほか、検討会及びグループの運営に関し必要な事項は、 

別に定める。 

 

附 則 

この訓令は、平成 30 年 6 月 13 日から施行する。 

 

別表第 1(第 3 条関係) 

 財務課長 企画政策課長 港湾商工課長 農政畜産課長 耕地林務水産課長 建設課長 

松山支所総務市民課長 松山支所産業建設課長 志布志支所地域振興課長 志布志支所市

民税務課長 志布志支所産業建設課長 教育委員会学校教育課長 教育委員会生涯学習課

長 
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志布志市生物多様性地域戦略 策定経過 

 

番号 年月日 件名 備考 

1 平成 29 年 8 月 30 日 
志布志市生物多様性地域

戦略検討委員会 
 

2 平成 30 年 6 月 13 日 
志布志市生物多様性地域

戦略検討会 
庁内会議 

3 平成 30 年 8 月 30 日 
志布志市生物多様性地域

戦略策定に向けた研修会 
環境省補助事業 

4 平成 30 年 8 月 30 日 
志布志市生物多様性地域

戦略ワーキング・グループ 
庁内会議 

5 平成 30 年 8 月 30 日 
志布志市生物多様性地域

戦略検討委員会 
 

6 平成 30 年 12 月 19 日 
生物多様性聞き書き指導

者講習会 
鹿児島県主催 

7 平成 31 年 2 月 16 日 
かごしま生物多様性シン

ポジウム 

鹿児島県主催志布志市会場 

基調講演 加藤英明氏「身

近に潜む外来種の脅威」 

8 平成 31 年 2 月 20 日 
志布志市生物多様性地域

戦略策定に向けた研修会 

環境省補助事業 

講演 九州大学島谷幸宏教

授 

9 令和元年 11 月 27 日 
志布志市生物多様性地域

戦略策定に向けた研修会 
環境省補助事業 

10 令和元年 11 月 27 日 
志布志市生物多様性地域

戦略ワーキング・グループ 
庁内会議 

11 令和 2 年 1 月 21 日 
志布志市生物多様性地域

戦略策定に向けた研修会 

環境省補助事業 

講演 清ら島シェリングネ

イチャーの会 藤井晴彦氏 

12 令和 2 年 1 月 21 日 
志布志市生物多様性地域

戦略ワーキング・グループ 
庁内会議 

13 令和 2 年 1 月 21 日 
志布志市生物多様性地域

戦略検討委員会 
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14 令和 2 年 4 月 14 日 
志布志市生物多様性地域

戦略検討委員会 
 

15 令和 2 年 6 月 30 日 
志布志市生物多様性地域

戦略ワーキング・グループ 
庁内会議 

16 令和 2 年 8 月 1 日 
志布志市生物多様性地域

戦略ワーキング・グループ 
庁内会議 

17 令和 2 年 8 月 18 日 
志布志市生物多様性地域

戦略検討委員会 
 

18 令和 2 年 11 月 12 日 
志布志市生物多様性地域

戦略ワーキング・グループ 
庁内会議 

19 令和 2 年 11 月 17 日 
志布志市生物多様性地域

戦略検討会 
庁内会議 

20 令和 2 年 12 月 16 日 
志布志市生物多様性地域

戦略検討委員会 
 

21 令和 3 年 2 月 8 日 環境審議会  

22 
令和 3 年 2 月 12 日～ 

令和 3 年 2 月 26 日 
パブリックコメント募集  
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志布志市生物多様性地域戦略検討委員会 名簿 

(令和 2 年 10 月 1 日現在) 

 

番号 氏名 備考 

1 川崎  幸夫 副委員長、志布志市衛生自治会長 

2 加納  雅裕 志布志生涯学習センター事務局長 

3 窪   健一 
環境省環境カウンセラー 

鹿児島県外来動植物対策推進員 

4 立山  芳輝 志布志市開田の村管理組合事務局長 

5 那加野 久廣 志布志市文化財保護審議委員会委員長 

6 早﨑  沙織 鹿児島県自然保護課自然保護係長 

7 林   悦子 志布志湾岸野鳥ネット代表 

8 馬場  興市 委員長、しぶし自然愛好会会長 

9 宮原  孝雄 
鹿児島県自然保護推進員 

鹿児島県希少野生動植物保護推進員 

写真及び資料の提供：窪健一、加納雅裕、立山芳輝、林悦子、馬場興市、宮原孝雄
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志布志市生物多様性地域戦略検討会名簿 (令和 2 年 10 月 1 日現在) 

番号 職名 氏名 

1 財務課長 折田 孝幸 

2 企画政策課長  西  洋一 

3 港湾商工課長  假屋 眞治 

4 農政畜産課長  重山 浩 

5 耕地林務水産課長  立山 憲一 

6 建設課長  鮎川 勝彦 

7 松山支所総務市民課長  中吉 広志 

8 松山支所産業建設課長  梶原 豊 

9 志布志支所地域振興課長 小山 錠二 

10 副会長、志布志支所市民税務課長 若松 利広 

11 志布志支所産業建設課長 八木 辰浩 

12 教育委員会学校教育課長 谷口 源太郎 

13 教育委員会生涯学習課長 江川 一正 

14 会長、市民環境課長 留中 政文 

 

志布志市生物多様性地域戦略ワーキング・グループ名簿 (令和 2 年 10 月 1 日現在) 

番号 職名 氏名 

1 財務課管財係長 下木 幹一 

2 企画政策課共生協働推進室長 山口 善央 

3 港湾商工課港湾振興係長  長濱 哲彦 

4 農政畜産課生産流通係主事  中西 亮太 

5 耕地林務水産課林務水産係長 村釘 孝昭 

6 建設課建設係長 松久保 亮 

7 松山支所総務市民課課長補佐 新村 輝昭 

8 松山支所産業建設課農政畜産係長  和田 秀次 

9 志布志支所地域振興課総務係長 和佐 修一 

10 サブグループリーダー、志布志支所市民税務課環境衛生係長 田中 正一 

11 志布志支所産業建設課農政畜産係長 原口 謙二 

12 教育委員会学校教育課課長補佐 高野 利彦 

13 教育委員会生涯学習課埋蔵文化財係長 相美 伊久雄 

14 グループリーダー、市民環境課環境政策室長 児玉 雅史 

 



 

令和 3 年 3 月発行 

編集・発行 志布志市 

いけんこどろんこ大会（Ｒ元.8.4、松山町泰野） 

てのんこ会（松山町泰野地区のＰＴＡを中心とした子供育成会議）が、いけんこ（ため池）近くの田

んぼで毎年夏休みに実施しています。綱引きやバレーボールなどもし、大人も参加します。 

 


